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　30年余りにわたって続いた平成が次の時代・令和へ移ります。みなさんにとって、平成はどのような時代で
したか。今回は、平成という時代を「広報とば」などで振り返ります。

教育機関
保育所、幼稚園、小学校、中学校で統廃合が進みました。

中学校 　6 校　		　5 校  　　 小学校 12 校　		8 校
保育所 16 施設　		9 施設　　幼稚園 2 校　		1 校

平成 15 年 3 月 鳥羽幼稚園閉園
平成 17 年 4 月　今浦・石鏡保育所を閉所し、
 かがみうら（旧本浦）保育所へ統合
平成 17 年 8 月　池上・小浜・鳥羽保育所を閉所し、
 あおぞら保育所へ統合
平成 19 年 4 月　松尾保育所を閉所し、船津保育所へ統合
平成 20 年 4 月　坂手保育所休所
平成 21 年 3 月　坂手小学校休校・小浜小学校閉校
平成 22 年 4 月　国崎保育所を閉所し、相差保育所へ統合
平成 23 年 3 月　国崎小学校閉校
平成 24 年 3 月　坂手小学校閉校
平成 26 年 3 月　鏡浦中学校閉校
平成 29 年 3 月　桃取小学校閉校

昭和最後の広報
　「昭和 64 年 1 月１日号」ではなく、
西暦の「‘89 年」となっています。
　昭和天皇の体調が思わしくなく、
お祝いの自粛ムードが広がっていま
した。
人口の変化

18,616 人、8,389 世帯
（平成 31 年 3月末日現在）

28,520 人、8,164 世帯
（平成元年 2 月 1 日現在） ➡
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鳥羽の平成を振り返る
総務課広報情報係　  25１１１４

平
成
元
年  

●
８
日
か
ら
元
号
が「
平
成
」と
な
る

 

●
消
費
税
導
入

 

● 

新
し
く
な
っ
た
市
立
図
書
館
が
現
在
の
場
所

　

 

　
に
開
館

 

●
相
差
天
王
く
じ
ら
祭
り
初
開
催

平
成
6
年
●
新
鳥
羽
水
族
館
が
現
在
の
場
所
に
て

 

　
全
館
オ
ー
プ
ン

平
成
7
年
●
阪
神
淡
路
大
震
災
発
生

平
成
8
年
●
安
楽
島
町
の
砥
浜
海
岸
で
恐
竜
の
化
石
発
見

 

●
浦
村
町
で
牡か

蠣き

の
国
ま
つ
り
初
開
催

平
成
9
年
● 

ビ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
初
開
催

 

●
鳥
羽
恐
竜
展　

 

開
催

平
成
11
年
●
日
和
山
遊
歩
道
完
成

平
成
12
年
●
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
開
設

 

● 

み
え
・
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
０
開
催

 
●
菅
島
遊
歩
道
「
し
ろ
ん
ご
海
道
」
完
成

平
成
13
年
●
広
報
１
０
０
０
号
突
破

 

●
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
来
鳥

平
成
14
年
● 

伊
勢
志
摩
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー

 

　
発
足

 

●
人
材
育
成
講
座
「
地
球
塾
」
開
講

	

●
Z
T
V
に
よ
り
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
開
局

平
成
16
年
●
島
の
旅
社
推
進
協
議
会
設
立

 

●
市
制
50
周
年

平
成
18
年
● 

浮
島
の
磯
場
を
利
用
し
た「
浮
島
水
族
館
」開
始

 

●
神
島
「
恋
人
の
聖
地
」認
定

平
成
19
年 

●
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
開
所

 

●
入
湯
税
の
導
入

 

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

 

●
ご
当
地
グ
ル
メ「
と
ば
ー
が
ー
」
誕
生

平成（1989年1月8日～2019年4月30日）の主なできごと
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いよいよ「令和」へ！知っておきたい改元Q＆A
　5 月 1 日、皇太子さまが新しい天皇へ即位することに伴って改元します。「令和」には人々が美しく心を寄せ合う中
で文化が生まれ育つなどの意味が込められ、いよいよ新しい時代が到来します。

元号とは？
　年号ともいい、特定の年代に付けられる称号のことで
す。日本の元号は西暦 645 年の「大化」から始まり、「平
成」まで 247 の元号があり、1300 年以上にわたって使
用されています。新元号「令和」は 248 番目の元号です。

どんな時に改元するの？
　江戸時代には慶事や災害などの折にも改元が行われ
ましたが、明治以降は、天皇一代につき元号を 1 つと
する「一世一元」が原則となりました。

全国で発生した災害を教訓に
防災意識が高まりました
　収穫前のりんごが全て落ちてしまっ
たことから名付けられた平成 3 年のり
んご台風や、平成 5 年の記録的な冷
夏による米不足でタイ米が輸入された
ことなどが話題になりました。また、
全国各地で大地震が発生するなど、
人々の防災意識が高まりました。

新しい施設が完成

交通の変化
平成 6 年 4 月 伊勢二見鳥羽ライン全線開通
平成 12 年 5 月 周遊バス「CAN バス」運行開始
平成 18 年 7 月 パールロード全線無料化
平成 20 年 4 月 定期船初の高速船きらめき就航
平成 21 年 10 月 かもめバス運行開始
平成 29 年 3 月 伊勢二見鳥羽ライン全線無料化

保健福祉センター
ひだまり

鳥羽マリン
ターミナル

市立図書館

平成 7 年 8 月 1 日号
表紙「鳥羽幼稚園の園児らに
よる放水訓練」

平成 25 年 2 月 1 日号
表紙「ゲーター祭」

平成 13 年 9 月 1 日号
表紙「盆祭行事」

平成 17 年 8 月 1 日号
表紙「しろんご祭」

さまざまな祭り

平
成
20
年 

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
て
行
政

 

　
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
ば
放
送
開
始

平
成
21
年 

●
伊
良
子
清
白
の
家
開
館

平
成
22
年 

●
鳥
羽
城
三
ノ
丸
広
場
完
成

 

● 

子
育
て
応
援
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

 

　
（
ジ
ュ
ジ
ュ
）
決
定

平
成
23
年
●
東
日
本
大
震
災
発
生

 

●
鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
供
用
開
始

 

●
三
田
市
と
友
好
都
市
宣
言

平
成
24
年
● 

三
世
代
海
女
の
中
川
さ
ん
母
娘
を
鳥
羽
市

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
に
任
命

平
成
25
年
●
大
庄
屋
「
か
ど
や
」
開
館

 

●
吉
永
小
百
合
さ
ん
が
49
年
ぶ
り
に
神
島
へ

	

● 

H
O
S
U
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
菅
島

に
て
伊
勢
エ
ビ
の
千
匹
干
し
実
施

	

● 

１
０
０
人
の
海
女
姿
の
女
性
が
鳥
羽
の
P
R

の
た
め
に
東
京
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
施

平
成
26
年
● 
鳥
羽
・
志
摩
の
海
女
に
よ
る

 

　
伝
統
的
素
潜
り
漁
技
術
が

 

　
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

 

●
鳥
羽
マ
ル
シ
ェ
オ
ー
プ
ン

平
成
27
年
● 

み
な
と
オ
ア
シ
ス
と
ば

 

　
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
開
催

平
成
28
年
●
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
開
催

平
成
29
年
● 

鳥
羽
・
志
摩
の
海
女
漁
の
技
術
が

 

　
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

 

●
鳥
羽
市
海
女
の
ま
ち
条
例
制
定

 

●
海
の
博
物
館
市
立
化

平
成
30
年
●
海
の
博
物
館
に
三
重
大
学
伊
勢
志
摩

 

　
サ
テ
ラ
イ
ト「
海
女
研
究
セ
ン
タ
ー
」開
設

 

●
答
志
島
ト
ロ
さ
わ
ら
ブ
ラ
ン
ド
化

※青字は世の中の主なできごと
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▼
企
画
財
政
課
副
参
事
兼
企
画
財
政

課
長
補
佐
兼
企
画
経
営
室
長
（
観
光

課
長
補
佐
）
髙
浪
七
重
▼
総
務
課
長

兼
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
（
農
水

商
工
課
長
兼
水
産
研
究
所
長
兼
園
芸

セ
ン
タ
ー
所
長
）
中
村
菊
也
▼
総
務

課
副
参
事
（
税
務
課
長
）
松
村
美
佳

▼
市
民
課
長
兼
神
島
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
長
（
監
査
委
員
事
務
局
長
）
山

下
祐
子
▼
税
務
課
長
（
総
務
課
長
補

佐
兼
秘
書
係
長
）
勢
力
豪
▼
環
境
課

長
（
環
境
課
長
兼
答
志
島
清
掃
セ
ン

タ
ー
所
長
）
東
川
元
洋
▼
健
康
福
祉

課
長
兼
社
会
福
祉
事
務
所
長
兼
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
介
護
予
防
施

設
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

（
定
期
船
課
長
）
中
井
錬
治
▼
健
康

福
祉
課
副
参
事
兼
社
会
福
祉
事
務
所

副
参
事
兼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長

（
水
道
課
長
補
佐
）
岡
本
昭
太
▼
農

水
商
工
課
長
兼
水
産
研
究
所
長
兼
園

芸
セ
ン
タ
ー
所
長
（
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
長
兼
図
書
館
長
）
榎
高
広

▼
定
期
船
課
長
（
市
民
課
長
補
佐
兼

人
権
・
生
活
係
長
）
世
古
元
昭
▼
会

計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
教
育
委
員

会
総
務
課
長
）
世
古
雅
人
▼
監
査
委

員
事
務
局
長
（
会
計
課
長
補
佐
兼
会

計
係
長
）
清
水
奈
美
▼
消
防
長
（
消

防
次
長
）前
田
益
稔
▼
消
防
次
長（
消

防
署
長
）
鳥
谷
尾
好
一
▼
消
防
署
長

（
消
防
本
部
消
防
総
務
室
長
）
家
田

幹
根
▼
教
育
委
員
会
総
務
課
長
（
健

康
福
祉
課
副
参
事
兼
子
育
て
支
援
室

長
兼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）
山

本
勝
利
▼
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

長
兼
図
書
館
長
（
企
画
財
政
課
副
参

事
兼
企
画
財
政
課
長
補
佐
兼
企
画
経

営
室
長
）
岩
井
太

▼
総
務
課
長
補
佐
（
総
務
課
契
約
管

財
係
長
）
中
村
真
也
▼
総
務
課
長
補

佐
（
総
務
課
人
事
係
長
）
山
本
昌
史

▼
市
民
課
長
補
佐 (

市
民
課
市
民
交

流
室
長)

野
村
藤
浩
▼
市
民
課
長
補

佐
（
農
水
商
工
課
長
補
佐
）
上
村
渡

▼
税
務
課
長
補
佐
（
健
康
福
祉
課
健

康
係
長
）
佐
々
木
真
紀
▼
税
務
課
長

補
佐
（
健
康
福
祉
課
長
補
佐
）
吉
水

健
二
▼
環
境
課
長
補
佐
兼
清
掃
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
環
境
保
全
係
長
（
環
境

課
環
境
保
全
係
長
）
山
口
朱
成
▼
健

康
福
祉
課
長
補
佐
兼
社
会
福
祉
事
務

所
次
長
兼
生
活
支
援
係
長
（
健
康
福

祉
課
長
補
佐
兼
社
会
福
祉
事
務
所
次

長
）
斎
藤
猛
▼
健
康
福
祉
課
長
補
佐

兼
長
岡
診
療
所
長
兼
鏡
浦
診
療
所
長

（
建
設
課
ま
ち
づ
く
り
整
備
室
長
）

吉
川
国
博
▼
健
康
福
祉
課
長
補
佐
兼

社
会
福
祉
事
務
所
次
長
兼
障
害
福
祉

係
長（
健
康
福
祉
課
長
補
佐
兼
高
齢・

障
害
係
長
）
片
岡
憲
明
▼
健
康
福
祉

課
子
育
て
支
援
室
長
兼
社
会
福
祉
事

務
所
子
育
て
支
援
室
長
（
健
康
福
祉

課
子
育
て
支
援
室
副
室
長
）
河
原
光

寿
▼
農
水
商
工
課
長
補
佐
（
企
画
財

政
課
企
画
経
営
室
副
室
長
）
村
山
陽

介
▼
観
光
課
長
補
佐
（
観
光
課
観
光

振
興
係
長
）
小
島
政
行
▼
建
設
課
ま

ち
づ
く
り
整
備
室
長
（
総
務
課
防
災

危
機
管
理
室
副
室
長
）
山
田
純
也
▼

会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
（
市
民

課
戸
籍
係
長
）
岡
本
香
代
▼
水
道
課

長
補
佐
（
水
道
課
長
補
佐
兼
下
水
道

係
長
）
寺
本
由
紀
夫
▼
水
道
課
長
補

佐
（
水
道
課
長
補
佐
兼
施
設
維
持
係

長
）
杉
田
泰
成
▼
議
会
事
務
局
次
長

兼
議
事
総
務
係
長（
税
務
課
長
補
佐
）

木
田
崇
▼
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
次

長
兼
市
民
文
化
会
館
長
兼
管
理
係
長

（
議
会
事
務
局
次
長
兼
庶
務
係
長
兼

議
事
係
長
）
上
村
純
▼
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
中
央
共
同
調

理
場
所
長
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
長
補
佐
兼
学
務
係
長
兼
中
央
共
同

調
理
場
所
長
）
武
中
孝
充
▼
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
社
会
教

育
係
長
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

長
補
佐
）
田
畑
詩
麻
▼
教
育
委
員
会

図
書
館
副
館
長
兼
管
理
係
長
（
教
育

委
員
会
図
書
館
係
長
）
中
村
由
加
利

▼
消
防
本
部
消
防
総
務
室
長
兼
消
防

係
長
（
消
防
署
副
署
長
兼
通
信
指
令

係
長
）
勢
力
敬
次

▼
総
務
課
長　

寺
田
勝
治
▼
総
務

課
副
参
事　

寺
本
久
八
▼
市
民
課

長
兼
神
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
長

橋
本
し
ほ
み
▼
健
康
福
祉
課
長
兼

社
会
福
祉
事
務
所
長
兼
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
介
護
予
防
施
設

長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

下
村
悦
生
▼
会
計
管
理
者
兼
会
計

課
長　

上
村
和
弘
▼
選
挙
管
理
委

員
会
書
記
長
兼
市
民
文
化
会
館
長

兼
管
理
係
長
事
務
取
扱　

池
田
雄

則
▼
消
防
長　

益
田
由
典
▼
健
康

福
祉
課
長
補
佐
兼
長
岡
診
療
所
長

兼
鏡
浦
診
療
所
長　

浅
井
敦
▼
環

境
課
長
補
佐
兼
清
掃
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
管
理
係
長
兼
業
務
係
長　

上

村
元
宏
▼
建
設
課
長
補
佐
兼
国
土

調
査
係
長　

中
村
峰
広
▼
水
道
課

長
補
佐　

寺
下
誠
▼
市
民
課
保
険

年
金
係
主
査　

山
﨑
れ
い
▼
観
光

課
観
光
企
画
係
長　

中
村
晴
恵
▼

答
志
保
育
所
長
兼
桃
取
保
育
所
長

川
原
真
里
▼
か
が
み
う
ら
保
育
所

長　

野
尻
小
か
ん
▼
相
差
保
育
所

長　

加
藤
奈
加
子
▼
か
も
め
幼
稚

園
長　
南
川
光
代
▼
企
画
財
政
課

中
村
友
哉
▼
企
画
財
政
課　

川
村

紋
菜
▼
総
務
課　

本
庄
啓
▼
安
楽

島
保
育
所　

橋
本
凪
帆
▼
安
楽
島

保
育
所　

田
畑
明
日
香
▼
あ
お
ぞ

ら
保
育
所　

古
田
真
由
▼
船
津
保

育
所　

竹
内
き
よ
み
▼
船
津
保
育

所　

池
澤
美
奈
▼
船
津
保
育
所　

田
中
美
帆
▼
定
期
船
課　

磯
﨑
公

男
▼
清
掃
セ
ン
タ
ー　

西
井
三
千

男
▼
清
掃
セ
ン
タ
ー　

岡
村
孝
広

▼
清
掃
セ
ン
タ
ー　
島
田
幸
一
（
再

任
用
退
職
）
▼
建
設
課　

倉
野
寿

也
▼
建
設
課　

尾
崎
美
貴
弥
（
再

任
用
退
職
）
▼
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
指
導
係
長
兼
指
導
主
事　

小
林
元
佳
（
割
愛
退
職
）
▼
中
央

共
同
調
理
場　

小
阪
さ
と
子
▼
消

防
署　
亀
川
友
喜

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

平
成
30
年
度
退
職
者

課
長
級

課
長
補
佐
級

　
４
月
１
日
付
で
職
員
の
定
期
人
事
異
動
を
行
い
、
１
６
９
人
の
職
員
が
異
動
し
ま
し
た
。

　
組
織
の
一
部
変
更
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
職
員

を
配
置
し
た
ほ
か
、
女
性
職
員
２
人
を
課
長
級
へ
登
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
理
学
療
法
士
を
採

用
し
、
健
康
福
祉
課
に
配
置
し
ま
し
た
。

総
務
課
人
事
係　
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員
人
事
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木下  和子
企画財政課

小久保  有弥
総務課

原  千菜実
市民課

岡山  詞帆
市民課

谷口　愛
市民課

荒木  優佑
税務課

清水  一樹
税務課

寺濱　忠
健康福祉課

斎藤　栞
健康福祉課

完甘  球子
農水商工課

森本  瑞樹
農水商工課

奥村  元就
観光課

髙橋  奈緒
建設課

河邑  友美
建設課

泉　奈美
健康福祉課

奥野  記衣
健康福祉課

松本　彩
安楽島保育所

奥谷  誠宏
あおぞら保育所

松村  華怜
あおぞら保育所

西村 亜衣加
船津保育所

尾崎  文成
定期船課

川村  華音
図書館

増田  太地
消防本部

寺澤  光星
消防本部

小野  佑太
桃取診療所長

（三重県から派遣）

奥山  能隆
教育委員会

（三重県教育委員会）

頑張ります！
よろしくお願いします平成 31年 4月1日付新規採用職員

5 広報とば  令和元年５月 1 日号



①
当
選
し
た
か
た
は
、
受
診
日
が

決
ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ
を
送
付

し
ま
す
。
病
院
へ
の
直
接
の
問
い

合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
な

お
、
５
月
受
診
の
か
た
は
、
病

院
か
ら
送
付
さ
れ
る
問
診
票
な

ど
で
受
診
日
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

※
抽
選
に
は
ず
れ
た
か
た
は
、
全

員
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
と
な
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
順
番
も
抽
選

で
決
定
し
ま
し
た
が
、
発
表
は
行

い
ま
せ
ん
。

②
受
診
日
は
、
抽
選
結
果
の
順
に

優
先
的
に
決
定
し
ま
す
が
、
病
院

な
ど
と
の
調
整
の
都
合
上
、
希
望

に
添
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

都
合
の
悪
い
場
合
は
キ
ャ
ン
セ
ル

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
申
込
内
容
に
変
更

が
あ
る
場
合
や
、
受
診
の
キ
ャ
ン

セ
ル
に
つ
い
て
は
、
早
め
に
市
民

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

③
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失

し
た
か
た
（
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
か
た
を
除
く
）
は
、
受
診
で

き
ま
せ
ん
。
保
険
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
は
早
急
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

④
当
選
し
た
か
た
に
は
、
受
診
日

の
約
１
か
月
前
に
病
院
か
ら
問
診

票
な
ど
が
届
き
ま
す
。
届
い
た
ら
、

受
診
日
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
例
年
、
受
診
忘
れ
の
か
た
に

よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ
り
ま
す
の

で
必
ず
受
診
し
、
ド
ッ
ク
事
業
の

運
営
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
伊
勢
赤
十
字
病
院
の
人
間
ド
ッ
ク

の
問
診
票
に
は
、『
胃
カ
メ
ラ
希
望

の
か
た
は
、
病
院
へ
連
絡
く
だ
さ

い
』
と
あ
り
ま
す
が
、
申
し
込
み

の
際
、
胃
カ
メ
ラ
を
希
望
し
た
か

た
は
連
絡
不
要
で
す
。

・
市
立
伊
勢
総
合
病
院
の
婦
人
科

検
診
は
、
基
本
検
診
と
同
日
に
受

診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
つ
け
て
い

る
か
た
は
、
必
ず
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
受
診
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
後
、
生
活

習
慣
の
見
直
し
の
必
要
が
あ
る
と

判
定
さ
れ
た
か
た
へ
は
、
健
康
福

祉
課
よ
り
特
定
保
健
指
導
の
案
内

が
届
き
ま
す
。
案
内
に
沿
っ
て
指

導
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
電
話
で
連
絡
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　

が
ん
検
診
の
結
果
が
要
精
密
検

査
と
な
っ
た
場
合
、
受
診
状
況
な
ど

の
確
認
の
た
め
、
電
話
で
連
絡
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

抽
選
か
ら
ド
ッ
ク
受
診
ま
で

人間ドック・脳ドック申込状況
ドック・

病院

人間ドック
伊勢赤十字病院 市立伊勢総合病院

募集人員 240 人 150 人
申込者数 214 人 180 人

ドック・
病院

脳ドック

伊勢赤十字病院 市立伊勢
総合病院

済生会松阪
総合病院

募集人員 80 人 20 人 130 人
申込者数 54 人 55 人 89 人

注
意
事
項

特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て

そ
の
他

国民健康保険事業　人間ドック・脳ドック	抽選結果

か – 1 か – 3 か – 5 か – 6 か – 7 か – 8 か –9 か –10 か –11 か –12 か –13 か –14 か –16 か –17 か –18

か –19 か –20 か –23 か –24 か –25 か –26 か –27 か –28 か –32 か –34 か –35 か –37 か –38 か –40 か –41

か –42 か –43 か –44 か –45 か –47 か –48 か –49 か –50 か –51 か –52 か –53 か –54 か –55 か –56 か –57

か –58 か –59 か –60 か –61 か –62 か –63 き –1 き –2 き – 3 き – 4 き – 5 き – 7 き – 8 き – 9 き –10

き –12 き –13 き –14 き –15 く – 1 く – 2 く – 3 く – 4 く – 5 く – 6 く – 7 く – 8 く – 9 く –10 く –11

け – 3 け – 5 け – 6 け – 9 け –10 け –11 け –12 け –14 け –15 け –16 け –17 け –18 け –20 け –21 け –25

け –26 け –27 け –29 け –30 け –31 け –32 こ – 1 こ – 2 こ – 3 こ – 4 こ – 5 こ – 6 こ – 7 こ – 8 こ – 9

こ –10 こ –12 こ –13 こ –14 こ –16 こ –17 こ –18 こ –19 こ –21 こ –22 こ –23 こ –24 こ –25 こ –27 こ –28

こ –29 こ –30 こ –33 こ –34 こ –35 こ –36 こ –37 こ –39 こ –40 こ –41 こ –42 こ –43 こ –45 こ –46 ま – 1

ま –2 ま – 3 ま – 4 ま – 6 ま – 8 む – 1 む – 2 む – 3 む – 5 む – 6 む – 7 む – 8 む –10 め – 1 め – 2

た – 1 た – 3 た – 6 た – 7 た – 8 た –11 た –21 た –23 た –25 つ – 1 つ – 2 つ – 3 つ – 4 て – 1 て – 5

て – 6 ら – 3 ら – 4 る – 1 る – 6

◆市立伊勢総合病院　人間ドック

◆市立伊勢総合病院　脳ドック

◆伊勢赤十字病院の人間ドック・脳ドック、済生会松阪総合病院の脳ドックについては、申込人数が定員内であったことから、
　全員当選しました。※二次募集は行いません。

定員150人

定員 20人

鳥
羽
市
国
民
健
康
保
険
事
業

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

　
　
　
抽
選
結
果
の
お
知
ら
せ

　

３
月
25
日
に
鳥
羽
市
国
民
健
康
保
険
事
業
の
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

の
抽
選
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
抽
選
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
課
保
険
年
金
係　
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お
元
気
日
常
生
活
チ
ェ
ッ
ク

提
出
の
お
願
い

元
気
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に

お元気くらぶメニュー

運動機能に低下がみられたかた

お元気くらぶ（運動）
通所型：毎週火曜日（6 か月間）
訪問型：月 1 回（3 か月間） 

栄養状態の改善が必要なかた

お元気くらぶ（栄養）
通所・訪問型：月１回（3 か月間）

お口の機能に低下がみられたかた

お元気くらぶ（口腔）
通所・訪問型：月１回（3 か月間）

　
市
の
介
護
保
険
の
要
支
援
・
要
介
護

認
定
率
は
80
代
に
な
る
と
大
幅
に
上

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
前

の
段
階
で
あ
る
75
歳
の
か
た
を
対
象
に

「
お
元
気
日
常
生
活
チ
ェ
ッ
ク
」
を
郵

送
し
、
普
段
の
心
身
機
能
・
生
活
機
能

を
確
認
し
ま
す
。
早
期
に
介
護
予
防
の

取
り
組
み
を
始
め
る
こ
と
に
よ
り
、
い

つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す

こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

　
心
身
機
能
・
生
活
機
能
低
下
の
疑
い

が
み
ら
れ
る
か
た
の
う
ち
、
教
室
参
加

を
希
望
す
る
か
た
に
つ
い
て
は
状
態
に

合
わ
せ
て
「
運
動
」「
口
腔
」「
栄
養
」

の
状
態
を
改
善
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
運
動
の
サ
ー
ビ
ス
に
参
加
し
た
か
た

か
ら
は
「
草
引
き
が
楽
に
な
っ
た
」「
信

号
を
渡
り
切
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な

ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
対
象

の
か
た
に
は
参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
。

2.44 7.44 12.91
25.17

50.37

74.02

0
10
20
30
40
50
60
70
80

65～69 70～74 75～79 80～84 85～90 90～

（％）

（歳）

約2倍に増える！

どの教室も
参加費無料です。

対象：75 歳のかた（令和元年 5 月１日現在）※介護保険の認定を受けていない人に限る

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
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要介護・要支援認定率

お元気日常生活チェック

6月14日（金）までに
同封の返信用封筒で
回答を返送してください。

教室参加を希望する
かたは「はい」に ○を
つけてください。
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い
き
い
き
お
出
か
け
券
の

交
付
が
始
ま
り
ま
す

　

４
月
１
日
現
在
で
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
70
歳
以
上
（
昭
和
24
年

４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
か
た

を
対
象
に
、「
い
き
い
き
お
出
か
け

券
」
の
交
付
が
始
ま
り
ま
す
。

い
き
い
き
お
出
か
け
券
の

種
類
と
内
容

　

次
の
①
～
③
の
う
ち
、
い
ず
れ

か
１
つ
を
選
択
で
き
ま
す
。

①
か
も
め
バ
ス
回
数
券

利
用
可
能
区
間　

か
も
め
バ
ス
全

区
間

交
付
枚
数　

※
対
象
者
の
住
所
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
国
崎
町
、
相
差
町
、
畔
蛸
町
、

千
賀
町
、
堅
子
町
の
か
た
…
72
枚

●
石
鏡
町
の
か
た
…
60
枚

●
そ
の
ほ
か
の
地
域
の
か
た
…
48
枚

②
市
営
定
期
船
回
数
券
ま
た
は

　
周
遊
券

利
用
可
能
区
間　

神
島
・
答
志
・

桃
取
・
菅
島
・
坂
手
航
路
の
い
ず

れ
か
１
航
路
ま
た
は
周
遊
券

交
付
枚
数

●
神
島
・
答
志
・
桃
取
・
菅
島
航

路
…
12
枚

●
坂
手
航
路
…
20
枚

●
周
遊
券
…
３
枚

③
近
鉄
電
車
回
数
券

使
用
可
能
区
間　

白
木
駅
～
伊
勢

市
駅
の
間
（
駅
の
途
中
で
下
車
す

る
場
合
は
、
そ
の
駅
で
券
は
回
収

さ
れ
ま
す
）

交
付
枚
数　
12
枚

※
利
用
す
る
際
は
、
券
を
係
員
に

提
示
し
、
必
要
枚
数
を
切
り
離
し

て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
可
能
期
間

５
月
10
日
㈮
～
令
和
２
年
３
月
31

日
㈫交

付
方
法

　

５
月
上
旬
に
、
対
象
と
な
る
か

た
へ
「
い
き
い
き
お
出
か
け
券
引

換
証
」
を
郵
送
し
ま
す
。
５
月
10

日
㈮
か
ら
、
市
内
郵
便
局
（
簡
易

郵
便
局
を
除
く
）、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
ひ
だ
ま
り
、
各
連
絡
所
で
交

付
を
開
始
し
ま
す
。

交
付
期
間　

５
月
10
日
㈮
～
12
月
27
日
㈮

交
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
土
曜・日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

※
郵
便
局
は
午
後
４
時
ま
で

交
付
に
必
要
な
も
の

①
い
き
い
き
お
出
か
け
券
引
換
証

②
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
健

康
保
険
証
・
介
護
保
険
証
・
免
許

証
な
ど
）

③
印
鑑

※
代
理
人
受
取
の
場
合
は
、
上
記

①
・
②
の
ほ
か
、
代
理
人
の
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
と
代
理
人
の

印
鑑
が
必
要
で
す
。

注
意
事
項

●
い
き
い
き
お
出
か
け
券
の
使
用

は
本
人
に
限
り
ま
す
。

●
こ
の
券
を
ほ
か
の
人
が
使
用
し

た
り
、
譲
渡
し
た
り
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

●
年
度
途
中
に
券
の
変
更
や
再
発

行
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
こ
の
券
を
換
金
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

●
こ
の
券
の
交
付
を
希
望
し
な
い

場
合
は
、「
い
き
い
き
お
出
か
け
券

引
換
証
」
を
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
課
長
寿
介
護
係　

 

25

１
１
８
６

高
齢
者
公
共
交
通
機
関
利
用
運
賃
助
成
事
業

保健福祉センターひだまり内の事務所の配置場所が変わります
健康福祉課子育て支援室と鳥羽市社会福祉協議会の事務所配置が変わります。

休日玄関休日玄関 デイ玄関デイ玄関

メイン玄関メイン玄関

社会福祉協議会デイサービス社会福祉協議会デイサービス

休日応急診療所休日応急診療所

会議室

トイレ トイレ

会議室
応
接
室

更衣室
更衣室 倉庫

玄関
休憩室

相談室１

相談室2
２階へ２階へ 喫茶・ラウンジ

作業・活動室

玄関

生活支援係
障害福祉係

地域包括支援センター
長寿介護係

トイレ
玄関

録音室

下駄箱子育て支援室

社会福祉協議会

新しい事務所配置図

１階

健康福祉課生活支援係  　　 25 1181

5 月 7 日
から

かもめバス
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友好都市交流事業
平成 30 年度に実施した三田市との友好都市事業について紹介します。

企画財政課企画経営室  　　 251101
友好都市交流推進事業
　鳥羽市と三田市の相互交流を円滑に推進するた
め、交流事業などについて、検討、調整および情報
交換を行う「友好都市交流推進協議会」を三田市役
所で開催し、各交流事業の担当者が意見交換をしま
した。

スポーツ交流
　2 月 23 日、三田市の三輪小学校体育館で、両市
の小学生ミニバスケットボールチームが交流試合、
合同練習を実施しました。鳥羽市からは鳥羽ミニバ
スケットボールクラブＴＣＦミニ（スポーツ少年団）
の選手 25 人が参加し、バスケットボールを通じて互
いの友情と親睦を深めました。また、スポーツ交流後、
鳥羽市の選手らは三田ふるさと学習館と旧九鬼家住
宅資料館の施設見学を行い、九鬼家の歴史や三田市
と鳥羽市のつながりについて学びました。

教育（学校）交流
　両市の児童が「互いの市について知る」ことを目
的に学校間交流を実施しました。神島小学校と母

もう
子
し

小学校の児童が、各学期にスカイプを活用し、画
面を通してクイズ形式でお互いの市を紹介したり、
楽器演奏の披露や神
島っ子ガイドを紹介す
るなど交流を深めま
した。

 観光交流
　11月11日に三田市で開催された「さんだ農業ま
つり」を訪れ、本市の特産品の PR・販売を行いまし
た。また、ステージイベントでは、三田市のキャラク
ター「キッピー」とともに鳥羽市の「トーバ」を紹介
していただき、鳥羽サイダーなどを景品とした○×ク
イズによる観光情報の発信を行いました。子ども向
けぬり絵コーナーは終日行列ができるほど家族連れ
で賑わいました。

防災応援協定
　鳥羽市と三田市は、地震などの大規模災害に備え、
被災時に両市が互いに応援協力しあうことを約束す
る「災害時相互応援協定」を締結しています。10 月
19 日と11月 16 日には、三田市と衛星電話を用い
た通信訓練を実施しました。

 人事交流
　人事交流事業では両市の特色ある事業や取り組み
について学び、今後の事業に活かすことを目的とし
て、職員の相互研修を実施しています。平成 30 年
度は水道課職員1人が三田市を訪問し、担当する業
務について学びました。

その他の交流
　ふるさと納税をしていただいたかたへお届けする
特産品として三田市とのコラボ商品「海の九鬼・山
の九鬼セット」を作成し、鳥羽市からは「旬の海産物」、
三田市からは「三田牛」をお届けしています。

ミニバスケットチーム交流

「キッピ―」・「トーバ」ステージイベント

旧九鬼家の施設見学

特産品 PR

スカイプで交流

かもめバス
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税目 税の内容 第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期

市県民税

　平成31年１月１日現在に、鳥
羽市内に住所を有する個人に賦課
されます。（１月２日以降に鳥羽
市から転出しても、その年度の市
県民税は鳥羽市に納めていただく
ことになります）

7月1日 
（月）

9月2日 
（月）

10月31日 
（木）

令和2年 
1月31日 
（金）

固定資産税 
都市計画税

　平成31年１月１日現在に、鳥羽
市内に所在する土地、家屋および償
却資産の所有者に賦課されます。

5月7日 
（火）

7月31日 
（水）

12月25日 
（水）

令和2年 
3月2日 
（月）

軽自動車税

　鳥羽市内を主たる定置場所とす
る原動機付自転車、小型特殊自動
車、軽自動車および二輪の小型自
動車に対し、平成31年４月１日
現在の所有者に賦課されます。

5月31日
(金)

国民健康保険税
　国民健康保険に加入している世
帯主および世帯内に被保険者のあ
る世帯主に賦課されます。

7月1日 
（月）

7月31日 
（水）

9月2日 
（月）

9月30日 
（月）

10月31日 
（木）

12月2日 
（月）

令和2年 
1月31日 
（金）

令和2年 
3月2日 
（月）

平成 31年度（令和元年度）　市税納期一覧表

　

み
な
さ
ん
が
豊
か
で
安
心
し
た

暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
市
で
は
、

消
防
、
ご
み
処
理
、
道
路
の
整
備

と
い
っ
た
み
ん
な
の
た
め
に
役
立

つ
活
動
や
、
高
齢
者
・
障
が
い
者

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
子
育
て
支
援
、

学
校
教
育
と
い
っ
た
社
会
で
の
助

け
合
い
の
た
め
の
活
動
な
ど
、
多

く
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
必
要
な
お
金
を
み

ん
な
で
出
し
合
っ
て
負
担
す
る
の

が
「
税
金
」
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
税
金
は
、
わ
た
し

た
ち
が
社
会
の
一
員
と
し
て
暮
ら

し
て
い
く
た
め
の
大
切
な
財
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ

け
な
い
か
た
に
は
、
督
促
状
や
催

告
書
、
電
話
催
告
な
ど
で
自
主
的

な
納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

期
限
内
に
納
付
し
た
か
た
と
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
、
差
し
押
さ
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
あ
る
か

た
は
、
早
急
に
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
税
通

暮
ら
し
と
税
の
つ
な
が
り

知
書
や
納
付
書
が
お
手
元
に
届
い

て
い
な
い
場
合
は
、
税
務
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、

納
期
限
ま
で
に
税
金
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
昼
間
に
納
税
や
納
付
相

談
が
で
き
な
い
か
た
の
た
め
に
、

市
民
文
化
会
館
２
階
・
税
務
課
窓

口
に
て
夜
間
納
税
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
希
望
す
る
か
た
は
、
事

前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
主
な
市
税
の
種
類
と
納
期
限
は
、

以
下
の
と
お
り
で
す
。

納
税
相
談
窓
口
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

市
税
な
ど
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

納税は住み良いまちづくりの第一歩です
市税とわたしたちの暮らしとのつながりや納期限などについてお知らせします。

税務課管理収納係　  25 １１３２
　特別滞納整理係　  25 １１３６
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児
童
扶
養
手
当
制
度
と
は

　
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父

ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
児
童
を
育
成
し
て
い
る
家

庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
）
な
ど
の
生

活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
制

度
で
す
。

受
給
で
き
る
か
た

　
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
た
は
、
次
の
条
件
に
当
て
は
ま

る
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童
を
監
護
し
て
い
る
母
や
、
児
童

を
監
護
し
生
計
を
同
じ
く
す
る
父

ま
た
は
児
童
を
養
育
し
て
い
る
か

た
で
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

（
国
民
年
金
の
障
が
い
等
級
１
級

程
度
）
に
あ
る
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童

⑤
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の

Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑧
母
の
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま

れ
た
児
童

⑨
父
母
と
も
不
明
で
あ
る
児
童

児童扶養手当
特別児童扶養手当

※
な
お
、
児
童
が
身
体
ま
た
は
精
神
に

中
程
度
以
上
の
障
が
い
を
有
す
る
場
合

は
、
手
続
き
に
よ
り
20
歳
未
満
ま
で
手

当
の
支
給
延
長
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

受
給
で
き
な
い
か
た

①
児
童
が
日
本
国
内
に
住
所
が
な

い
と
き

②
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所

し
て
い
る
と
き
、
ま
た
は
里
親
に

委
託
さ
れ
て
い
る
と
き

③
児
童
が
父
ま
た
は
母
の
配
偶
者

（
内
縁
関
係
含
む
）
に
養
育
さ
れ

て
い
る
と
き
（
父
ま
た
は
母
が
障

が
い
に
あ
る
場
合
を
除
く
）

④
父
、
母
ま
た
は
養
育
者
が
日
本

国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

支
払
時
期

　

そ
れ
ぞ
れ
４
月
、
８
月
、
12
月

（
原
則
11
日
）
に
前
月
ま
で
の
４

か
月
分
が
口
座
振
込
で
支
払
わ
れ

ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
（
新
規
）

・
新
規
認
定
請
求
書

・
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄

本・
印
鑑
、
請
求
者
本
人
名
義
の
預

金
通
帳
の
写
し
、
年
金
手
帳
の
写

し・
請
求
者
、
対
象
児
童
お
よ
び
扶

養
義
務
者
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま

た
は
通
知
カ
ー
ド

　

そ
の
他
、
受
給
資
格
の
種
類
に

応
じ
て
追
加
し
て
い
た
だ
く
書
類

が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
に
は
、
個
人
番
号
お
よ
び

本
人
確
認
が
必
要
で
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
子

育
て
支
援
室
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
と
は

　

政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
が
い

の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
制
度
で

す
。

受
給
で
き
る
か
た

　

精
神
、
身
体
ま
た
は
知
的
の
障

が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

監
護
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養
育

者
（
障
が
い
の
種
類
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
身
体
１
級
～
３
級
、
療

育
Ａ
～
B
１
程
度
ま
た
は
診
断

書
に
よ
る
自
閉
症
や
広
汎
性
発
達

障
害
な
ど
）

受
給
で
き
な
い
か
た

・
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る

・
児
童
が
障
が
い
を
理
由
と
す
る

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
と
き

手
続
き
に
必
要
な
も
の
（
新
規
）

・
新
規
認
定
請
求
書

・
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄

本・
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

・
印
鑑
、
通
帳
の
写
し
ま
た
は
口

座
申
出
書

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
認
定
診
断

書（
障
が
い
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

手
帳
の
写
し
を
提
出
す
る
こ
と
で

診
断
書
を
省
略
で
き
ま
す
）

　

申
請
に
は
、
個
人
番
号
お
よ
び

本
人
確
認
が
必
要
で
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
障

害
福
祉
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

区分 全部支給 一部支給
児童 1人 月額 42,910 円 月額 10,120 円～ 42,900 円

児童 2 人 上記金額に
10,140 円加算

上記金額に
5,070 円～10,130 円加算

児童 3 人以上
さらに 6,080 円
ずつ加算

さらに 3,040 円～ 6,070 円
ずつ加算

支給額（5 月現在）

支給額（５月現在）

※支給には制限があり、請求者、配偶者および扶養義務者の所得や扶養家族など
の数（税法上の人数）によって支給額が変動または停止する場合があります。
※扶養義務者とは、世帯分離に関わらず請求者と同居している父母兄弟姉妹など。

※区分は、身体障害者手帳の等級と
は異なります。

区分 児童１人
1 級 月額 52,200 円
2 級 月額 34,770 円

健康福祉課子育て支援室  　　 251184
障害福祉係  　　 251183
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　市では、鳥羽の子どもたちの郷土学習と郷土愛を育むため、海女や真珠、鳥羽城などの地域の歴史文化など
の魅力を紹介した冊子「鳥羽歴史学習本『とばっこ探偵団』」を作成し、市内小学校の児童への配布など郷土
学習を推進してきました。その代表的な取り組みとして鳥羽オリジナル郷土学習検定「とばっこ検定」につい
て紹介します。

とばっこ検定
　鳥羽の子どもたちの郷土学習の意欲向上や目標を持って学習
に取り組んでもらうきっかけとして平成 30 年度から市内全小学
校で「とばっこ検定」を開始しました。
　平成 30 年度の検定は、４年生を対象に「御木本幸吉と真珠」
を学習分野として設定し、実施しました。児童は、いきいきと
学習に取り組み、検定には見事に受検した児童全員が合格し、
認定バッジがプレゼントされました。
　今後は、５年生を対象に「海女（今年度から開始）」、６年生
を対象に「鳥羽城と九鬼嘉隆（来年度から開始予定）」を出題分
野として設定し、継続的に郷土学習に取り組んでいく予定です。
　とばっこ検定を通じて鳥羽のまちを好きになり、次世代の鳥
羽のまちを担う人材育成につながることを目指しています。

魅力に直接触れる
郷土学習出前講座や施設見学
　鳥羽のまちには郷土学習の拠点となる施設や名所が数
多くあります。
　とばっこ検定では、机上の郷土学習だけではなく、検
定までの事前学習で地域の魅力に直接触れる機会を作り
ます。
　希望する学校に対して、講師を派遣して授業を行う郷
土学習出前講座やミキモト真珠島への施設見学を行うな
ど知識とともに思い出に残る学習に取り組みました。

教育委員会生涯学習課　  251268

とばのものしりになろう！ （小学生向け郷土学習検定）

弘道小学校での検定の様子

検定問題

郷土学習出前講座
（真珠色分け体験）

郷土学習出前講座
（標本を見せながら授業）

ミキモト真珠島施設見学

認定バッジ

検定問題について
　実際に子どもたちに出題している
問題を紹介します。鳥羽歴史学習本

「とばっこ探偵団」や問題集は市ホー
ムページで公開しています。

問題例１　御木本幸吉は、真珠養殖を成功させ真珠養殖を
日本の輸出産業にまで発展させました。御木本幸吉は世界
の人たちから何と呼ばれましたか？
　　①発明王　②産業王　③真珠王　④養殖王

問題例２　鳥羽市や志摩市は海女漁がさかんな地域です。
鳥羽市や志摩市のある半島を何というでしょうか。
　　①海女半島　②伊勢半島　③鳥羽半島　④志摩半島

答え　問題例１…③、問題例２…④
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ストレッチ体操
内 容 　�５月のテーマは「腰痛予防」
と き 　毎週金曜日　※①・②のどちらかを選択
� ①午前 ９時30分～10時15分
� ②午前10時30分～11時15分

胃がん検診（検診車でのバリウム検診）
対 象 � �昭和55年４月1日までに生まれたかた
自己負担額 　�1,000円��※70歳以上のかたは無料です。
申込方法 　５月７日（火）より受け付けを開始します。検診日前日までに、必ず電話で申し込んでください。
持ち物 � �健康手帳（お持ちでないかたには当日発行します）
○注意
・検診前日の午後９時から検診まで、喫煙・飲食はしないでください。
・これまでに胃・十二指腸の手術を受けたことのあるかたやバリウムアレルギーのあるかたはこの検診は受診できません。
・胃がん検診は、１年度に１度しか受けられません。７月～11月に実施される市内医療機関での胃がん検診（胃カメラ）
を希望するかたは重複受診に注意してください。
・送迎を希望するかたは検診申し込み時に連絡してください。
・今年度の胃がん検診(バリウム)は下記の日程のみです。

とき ところ 送迎（希望者のみ）
６月９日（日）
午前９時～11時

保健福祉センター
ひだまり

（正面玄関）

漁協相差支所（午前8時10分）発→漁協国崎支所（午前8時20分）発
→漁協石鏡支所（午前8時35分）発→漁協浦村支所（午前8時40分）発

６月１６日（日）
午前９時～11時

①�漁協小浜支所（午前8時25分）発→鳥羽マリンターミナル（午前8時35分）発
→市民文化会館（午前8時40分）発
②�伊勢農協鳥羽支店（旧JA加茂）（午前8時35分）発
→船津消防団格納庫前（午前8時45分）発

※送迎の出発時間は希望人数により変更となることがあります。

健康づくりのための食講座
対 象 � �市民のかた
と き � �５月25日（土）　午前10時～午後１時
と こ ろ � 保健福祉センターひだまり2階・ひだまりホール
内 容 � �健康な体をつくるための食事の工夫�

（講義・調理実習）
募集人員 　16人（先着順）
持ち物 � �エプロン・三角巾
申込期限 　５月20日（月）

要予約 幼児食始まり講座
対 象 � �１歳～１歳６か月のお子さんとその保護者
と き � �６月５日（水）　午前10時30分～11時30分
と こ ろ � 保健福祉センターひだまり2階・ひだまりホール
内 容 � �幼児食の進め方の話と試食
募集組数 　10組（先着順）
持ち物 � �お子さんの試食に必要なもの
申込期限 　５月30日（木）

毎月みんなでウォーキング
と き 　�５月８日（水）、６月５日（水）�

午前９時30分～10時30分　※雨天中止
集合場所 　�市民体育館正面玄関横

要予約

健康福祉課健康係　  25 １１４６
申込・問合せ

健康係からの情報や募集案内をお知らせします。みなさんの健康づくりに役立ててください。
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女性がん集団検診（検診車での検診）
　2016年にがんと診断されたかたは全国で995,132人でした。
女性の部位別では、1位�乳房、2位�大腸、3位�胃、4位�肺、5位�子
宮の順でした。
　子宮頸

けい
がんは、近年20代～30代の若い世代での発症が増加

しており、年間約33,000人が発症し、約2,900人が亡くなってい
ます。子宮頸がんは、初期には症状がほとんどなく、自覚症状が
あらわれる頃には病状が進行しているということが少なくあり
ません。
　乳がん・子宮頸がんは、早期発見をすることが大切です。
　そのためには定期的にがん検診を受診しましょう。
対 象 � �平成12年4月1日以前に生まれたかた
持ち物 � �健康手帳（お持ちの場合）・バスタオル（乳がん検診受診者のみ）
自己負担額 　�子宮頸がん　1,000円　乳がん　1,700円�

※どちらも70歳以上のかたは無料です。
申込方法 　�５月７日（火）から受け付けを開始しますので、検診日前日までに必ず電話で申し込んでください。定員に

なり次第締め切ります。
日 程 �乳がん検診（マンモグラフィ）・子宮頸がん検診

とき ところ
6月 9日（日） 午前9時～11時、午後1時～3時30分 保健福祉センターひだまり（正面玄関）
6月11日（火） 午前9時～11時、午後1時～3時30分 鳥羽マリンターミナル
6月12日（水） 午後1時～3時30分 畔蛸コミュニティセンター
6月16日（日） 午前9時～11時、午後1時～3時30分 保健福祉センターひだまり（正面玄関）

6月19日（水）
午前9時～11時 保健福祉センターひだまり（休日・夜間応急診療所）
午後1時～1時45分 浦村農村婦人の家
午後２時30分～3時30分 漁協浦村支所

6月20日（木） 午後1時～3時30分 漁協石鏡支所
6月26日（水） 午後1時～3時30分 漁協国崎支所
6月28日（金） 午前9時～11時、午後1時～3時30分 保健福祉センターひだまり（休日・夜間応急診療所）

乳がん検診（エコー）・子宮頸がん検診
とき ところ

6月6日（木）
※託児あり（要申込）

午前9時～11時（乳がんのみ）

保健福祉センターひだまり（休日・夜間応急診療所）午後1時～3時30分
6月15日（土）

※託児あり（要申込）
午前9時～11時（乳がんのみ）
午後1時～3時30分

○注意
・乳がん検診はマンモグラフィ検診と、エコー検診があります。年度内（６月６日（木）～令和２年３月31日（火））での受
診はどちらか1回のみとなります。
・妊娠中・授乳中・豊胸手術を受けたかたは、マンモグラフィ検診を受診できません。
・乳腺が発達している20代～30代のかたは、マンモグラフィ検診ではうまく撮影できない場合があります。
・生理中のかたは子宮頸がん検診を受診することができません。また、性交渉の経験のないかたは今回の検診（集団
検診）は受診できません。
・子宮頸がん検診は、子宮の採取細胞が不十分な場合などに、判定不能という結果がでることがあります。
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資料：国立がん研究センター
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　女性がん検診は集団検診のほか、個別検診（医療機関での検診）も行います。
　くわしくは、広報とば７月1日号に掲載します。
個別検診受診対象 　
　乳 が ん　昭和25年4月2日～昭和55年4月1日生まれ
　子宮頸がん　昭和25年4月2日～平成12年4月1日生まれ
※年度内に受診できるのは集団検診と個別検診のどちらか1回のみです。
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ひだまり臨時休館のお知らせ
　施設修繕のため、４月27日（土）を臨時休館します。利用者のかたにはご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力を
お願いします。
　なお、鳥羽市休日・夜間応急診療所は通常通り開設しています。

野山に立ち入る際はマダニに刺されないように注
意しましょう
①つばの付いた帽子、長袖、長ズボン、丈の長い長
靴などを着用し、肌の露出を避けましょう。
②「イカリジン」や「ディート」という成分を含む虫
除け剤に補助的な効果があるといわれています。
③野山に立ち入った後は、家の外で服や体をはたき、マダニ
を落としましょう。
④野山に立ち入った衣服は、すぐに洗濯するか、ビニール袋
などに入れ、密封し保管しましょう。
⑤できるだけ早くシャワーを浴び、マダニに刺されていない
か全身を観察しましょう。

マダニに刺された時の注意事項
(マダニをつぶさないことが大切)
●自分で取る時は、ワセリンなどでマダニと刺
された部分を覆い約30分間放置後、ガーゼや布
などでマダニの頭側から拭き取ってください。
●それでも取れない時は、マダニをつぶさない
ように頭部をピンセットでつまんで、慎重に取
り除きましょう。
●自分で取れない時は、無理に取らずに医療機
関に相談しましょう。
問合せ先　
三重県伊勢保健所健康増進課（☎0596� 27 �5137）

マダニ媒介感染症に注意しましょう！

定期予防接種を受けましょう（乳幼児）
母子健康手帳を確認し、医師と相談の上、早めに接種しましょう。

予防接種 予防する病気 対象年齢 標準的な接種年齢 回数

ヒブ※ インフルエンザ菌
ｂ型感染

初回 生後２か月～5歳未満 生後2か月～7か月未満 ３回
追加 初回終了後７か月～13か月 １回

小児肺炎球菌※ 肺炎球菌感染
初回

生後２か月～5歳未満
生後2か月～7か月未満 ３回

追加 初回の３回目から60日以上
（生後12か月～15か月） １回

Ｂ型肝炎 Ｂ型肝炎 生後直後～１歳未満 生後２か月～9か月未満 ３回3回目は1回目から139日以上の間隔をおいて接種

４種混合
ジフテリア
百日咳
破傷風
ポリオ

１期
初回 ３か月～７歳半未満 3か月～1歳未満 ３回

1期
追加 ３か月～７歳半未満 初回３回目終了後、１年～１年半 １回

ＢＣＧ 結核 生後直後～１歳未満 生後５か月～８か月未満 １回

水
すい

痘
とう 水痘

（水ぼうそう）
１回目 満1歳～3歳未満 1歳～1歳3か月未満 １回
２回目 初回終了後６か月～12か月 １回

ＭＲ
（麻しん風しん混合）

麻しん
風しん

1期 満１歳～２歳未満 満１歳～２歳未満 １回

2期 ５歳～７歳未満 保育所・幼稚園年長児
（Ｈ25.4.2～Ｈ26.4.1生） １回

日本脳炎 日本脳炎
初回 ６か月～７歳半未満 ３歳～４歳 ２回
1期
追加

６か月～７歳半未満 ４歳～５歳 １回初回・2回目終了後６か月以上、標準的にはおおむね1年
※ヒブ・小児用肺炎球菌は開始月齢によって接種回数が変わります。医師と相談して接種してください。
と こ ろ � 県内の実施医療機関（事前に電話で予約してください）　　
費 用 　無料
持ち物 � �予診票・母子健康手帳・健康保険証
予診票がない場合は、健康福祉課健康係（保健福祉センターひだまり２階）に問い合わせてください。

　野山には細菌やウイルスなどの病原微生物を保有するマダニ（数％が保有）が生息しています。マダニに刺され
た後１週間前後で「日本紅斑熱」や「重症熱性血小板減少症候群（SFTS）」を発症することがあります。三重県で
は伊勢志摩地方を中心に年間30件～40件程度の日本紅斑熱症例が報告されています。また、2015年以降はSFTS
の患者も発生しています。これらの疾患の多くはマダニの活動時期に一致し、春から秋にかけて発生します。マダ
ニに刺された後、次のような症状があれば直ちに医療機関で受診しましょう。

主な症状　�日本紅斑熱　高熱、頭痛、筋肉痛、かゆみや痛みのない全身に広がる皮膚の斑状発赤�
SFTS　高熱、頭痛、意識障害、消化器症状(嘔吐、下痢、腹痛)
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『災害時に避難する場所』を
確認しましょう

総務課防災危機管理室　  25 １１１８

注）  ※印は、建物の最上階や屋上などで、逃げ遅れた場合や避難するのに時間がかかる避難行動要支援者などのための場所です。
できる限りそれ以外の津波避難場所など高台への避難をお勧めします。

地区 津波避難場所 海抜

小浜町

鳥羽グランドホテル ( 駐車場 ) 20 ｍ
湯快リゾート 鳥羽彩朝楽 ( 駐車場 ) 23 ｍ
ガーデンヒルズ利平治 ( 駐車場 ) 19 ｍ
旧小浜小学校 3 階 ※ 16 ｍ

堅神町
池上町
屋内町

鳥羽小学校 グラウンド  9 ｍ
鳥羽商船高専第 2 体育館 横広場 16 ｍ
あおぞら保育所 グラウンド 20 ｍ
裏萩山公園 40 ｍ

鳥羽地区

鳥羽一丁目
鳥羽二丁目
鳥羽三丁目
鳥羽四丁目
鳥羽五丁目

美台集会所 第二公園 24 ｍ
城山公園 23 ｍ
日和山山頂公園 64 ｍ
旧鳥羽小学校グラウンド 39 ｍ
ミキモト鳥羽工場敷地 30 ｍ
奥谷公園 15 ｍ
あしたば作業所 27 ｍ
鳥羽国際ホテル ( 駐車場 ) 30 ｍ
扇芳閣 ( 駐車場 ) 36 ｍ

安楽島地区 

安楽島町 
高丘町 

大明東町 
大明西町

鳥羽高校 校庭 11 ｍ
鳥羽東中学校 グラウンド 36 ｍ
桜ヶ丘緑地 27 ｍ
第 1 安楽島苑公園 46 ｍ
安楽島小学校 3 階 ※ 22 ｍ
かんぽの宿 鳥羽 駐車場 44 ｍ
てんぐ山 20 ｍ

加茂地区

幸丘 
船津町 
若杉町 
岩倉町 
河内町 
松尾町 
白木町

加茂小学校 3 階 ※ 14 ｍ
加茂中学校 3 階 ※ 22 ｍ
鳥羽陽光苑敷地 27 ｍ
船津保育所グラウンド 21 ｍ
鳥羽市園芸センター敷地 38 ｍ
幸丘公園 15 ｍ
若杉町多目的広場 16 ｍ
隠殿岡第一公園 33 ｍ

地区 津波避難場所 海抜

長岡地区 

相差町 
国崎町 
畔蛸町 
千賀町 
堅子町

長岡中学校 屋上 ※ 19 ｍ
神明神社境内 18 ｍ
リゾートヒルズ 豊浜 ( 駐車場 ) 16 ｍ
HOTEL CLOVER 風薫 ( 駐車場 ) 28 ｍ
別館 すずき ( 駐車場 ) 32 ｍ
民宿旅館 山川 ( 駐車場 ) 26 ｍ
相差保育所 ( 旧国崎小学校 ) 
グラウンド 

33 ｍ

五感の宿 慶泉 ( 駐車場 ) 40 ｍ
国崎保育所跡地 26 ｍ
御宿 瀬乃崎 ( 駐車場 ) 26 ｍ
旭分校跡地 28 ｍ

鏡浦地区 

石鏡町 
今浦 
本浦

鏡浦小学校 グラウンド 12 ｍ
本浦老人憩の家前広場 12 ｍ
サン浦島 悠季の里 ( 駐車場 ) 20 ｍ
与吉屋 ( 駐車場 ) 44 ｍ
中山かき直売所 ( 駐車場 ) 20 ｍ
今浦観音堂前広場 11 ｍ
石鏡公民館 22 ｍ
旧石鏡保育所グラウンド 25 ｍ
ホテル芭新萃 ( 駐車場 ) 43 ｍ
和風旅館 新八屋 ( 駐車場 ) 60 ｍ

菅島町
菅島小学校 屋上 ※ 20 ｍ
宮山 30 ｍ

桃取町
天神山ゲートボール場 22 ｍ
八幡神社境内 12 ｍ

答志地区 

答志 
和具

答志保育所 グラウンド 21 ｍ
つばき公園 18 ｍ
答志中学校 校庭 15 ｍ
首塚 50 ｍ

神島町
神島保育所グラウンド 36 ｍ
八代神社境内 67 ｍ

坂手町
旧坂手小学校グラウンド 26 ｍ
林昌寺境内 10 ｍ

合計 65か所

表示は順不同

津波避難場所（津波から逃げるところ）

※くわしい説明は、防災力UP！鳥羽
（22ページ）をご覧ください。

令和元年 5月 1日現在
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注１） ▲印の場所は、緊急的に避難する場所には適していません。状況により、生活を送るための避難所として運用します。
注２） ※印は、土砂災害警戒区域などを考慮し、より安全に避難できるよう、２階以上などと指定しています。
注 3）  福祉避難所は「鳥羽市障がい者福祉センターゆめぱーる」「特別養護老人ホーム 鳥羽陽光苑」「特別養護老人ホーム 

あらしま苑」です。各避難所から要請がある場合、施設が受け入れ可能となり次第、開設します。  

地区 風水害等避難所
対応する災害 指定

避難所洪水・高潮 土砂災害

小浜町 旧小浜小学校		※ ○ ○
2 階以上 ○

堅神町 
池上町 
屋内町

鳥羽小学校 ○ ○ ○
堅神公民館 ▲
鳥羽商船高専
第 2 体育館 ○ ○ ○

あおぞら保育所 ○ ○ ○

鳥羽地区 
 

鳥羽一丁目 
鳥羽二丁目 
鳥羽三丁目 
鳥羽四丁目 
鳥羽五丁目

美台集会所 ○ ○
あしたば作業所 ○ ○
鳥羽市民文化会館 ○ ○ ○
戸田家 ○ ○ ○
ＮＴＴ西日本鳥羽ビル ○ ○
JR 東海鳥羽駅 ○
近畿日本鉄道鳥羽駅 ○
若竹集会所 ○ ○

安楽島地区 
 

安楽島町 
高丘町 

大明東町 
大明西町

鳥羽高校	 ○
体育館

○
体育館 ○

鳥羽東中学校 ○ ○ ○
安楽島小学校 ○ ○ ○
かんぽの宿 鳥羽 ○ ○ ○
鳥羽市武道館 ○ ○ ○
鳥羽シーサイドホテル ○ ○ ○
安楽島公民館	２階	※ ○ ○ ○
安楽島保育所 ○ ○ ○

加茂地区 
 

幸丘 
船津町 
若杉町 
岩倉町 
河内町 
松尾町 
白木町

加茂小学校 ○ ○ ○
加茂中学校 ○ ○ ○
船津コミュニティセンター ○ ○ ○
若杉公民館 ○ ○ ○
みどりが丘集会所 ○ ○ ○
河内公民館 ○ ○ ○
松尾公民館 ○ ○
なごみ ○ ○
白木公民館 ○ ○

地区 風水害等避難所
対応する災害 指定

避難所洪水・高潮 土砂災害

長岡地区 
 

相差町 
国崎町 
畔蛸町 
千賀町 
堅子町

長岡中学校 ○ ○ ○
相差保育所 ( 旧国崎小学
校２階 )　※ ○ ○ ○

弘道小学校 ○ ○ ○
千賀公民館	２階	※ ○ ○ ○
旧堅子公民館	２階	※ ○ ○ ○
鳥羽磯部漁協相差支所女
性等活動拠点施設 ○ ○ ○

鏡浦地区 
 

石鏡町 
今浦 
本浦

鏡浦小学校 ○ ○ ○
石鏡公民館 ○ ○
本浦公民館 ○ ○ ○
今浦老人憩の家 ○ ○ ○

菅島町
菅島小学校 ○ ○ ○
菅島コミュニティアリーナ ○ ○ ○

桃取町
旧桃取小学校		※ ○

○
２階

（保育所側）
○

桃取コミュニティセンター ○ ○
桃取健康管理センター ○ ○

答志地区 
 

答志 
和具

答志保育所 ○ ○

答志中学校 ※ ○
○
２階

（体育館側）	
○

答志コミュニティセンター ○ ○
答志コミュニティアリーナ
２階	※ ○ ○ ○

答志小学校 ○ ○ ○
答志和具コミュニティ
センター ○ ○

神島町 神島開発総合センター	
２階以上	※ ○ ○ ○

坂手町

坂手公民館 ○ ○
坂手コミュニティアリーナ ○ ○ ○
坂手診療所 １階待合室 ○ ○
坂手連絡所 ２階 ※ ○

合計 51
か所

42
か所

52
か所

表示は順不同

風水害等避難所（台風や大雨などのときに逃げるところ）
赤字・・・「避難準備・高齢者等避難開始」発令時に開設する避難所

ポイント
対応する災害を「洪水・高潮」「土砂災害」に分け、「どの災害のとき」
に「どこへ逃げたら良いか」を明確に区分して表記しています。

令和元年 5月 1日現在
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７月６日(土)
開場　午後1時
開演　午後1時30分～
上映　午後1時50分～3時４0分

150人

無料　※5月7日(火)より市民課、各連絡所で配布開始
(なくなり次第終了)
先着５人(満1歳～未就学児)
※6月28日(金)までに申し込んでください。

市民課人権・市民交流係　  25  １１２６鳥羽商工会議所３階・かもめホール

と　き

定　員
ところ

整理券

託　児

問合せ先

雨ニモマケズ、風ニモマケズ、今日を生きる。

星めぐりの町 ©2018豊田市・映画「星めぐりの町」実行委員会

2018年／ 108分
監督 ･脚本：黒土三男
出演：小林稔侍、壇蜜ほか

教育委員会生涯学習課　  25 １２６８

 平成１４年度から御木本幸吉をはじめとして鳥羽の歴史を学び、鳥羽の未来を
考える人材育成講座「地球塾」を開催しています。
　地球塾では、講師を招いての公開講座のほか、博物館や鳥羽のまちをめぐるフィー
ルドワークなど地域の魅力に触れる講座を予定しています。第 18 期生の地球塾塾
生を募集しますので、ぜひ参加してください。

　市内外を問わず、高校生以上のかたが対象です。
　氏名、住所、年齢、性別、電話番号、職業、志望動機をファ
クスまたはメールで教育委員会生涯学習課に申し込んでく
ださい。様式は問いませんが、市ホームページからもダウ
ンロードできます。
定　員  30 人（先着順）申込期限  ５月 31日（金）
　　　　教育委員会生涯学習課
 　  syougai@city.toba.lg.jp　FAX 25 １２６３

塾生の申込条件および方法  塾生の特典

　今年度は一般公開講座として、御木本幸吉や九鬼嘉隆、古文書
解読や離島など地域の魅力に触れる講座など年間５回程度の開催
を予定しています。
　第１回（開講式）を次のとおり予定しています。今後の予定につ
いては広報とばでお知らせします。
第１回講座（開講式）について
と　き  ６月15 日（土）午後1 時 30 分～ 4 時
ところ  ミキモト真珠島内真珠博物館２階・ミュージアムホール
内　容  開講式およびミキモト真珠島真珠博物館松月館長による御
木本幸吉と真珠に関する講演やミキモト真珠島内の見学
受講料  無料　※申し込み後、塾生には文書で詳細を連絡します。

昨年度の地球塾の様子

鳥羽から世界で活躍する人材育成を目指して！

講座内容

「地球塾」塾生募集「地球塾」塾生募集

「御木本幸吉と地球儀」
提供：ミキモト真珠島

①ミキモト真珠島入場料１年間無料
　塾生には塾生証を発行します。ミキモト真珠島入口で塾
生証を提示すると、令和２年３月末まで無料で入場できます。
②鳥羽郷土学習本「とばっこ探偵団」の贈呈
　郷土学習推進のために作成した鳥羽郷土学習本「とばっ
こ探偵団」を贈呈します。学習の参考として活用してくだ
さい。申込先
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海
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
作
り
体
験

完
成
品　
マ
グ
ネ
ッ
ト
2
個

材
料
費　
5
0
0
円

内
容　
貝
殻
や
サ
ン
ゴ
、
シ
ー
グ

ラ
ス
を
3.5 

cm
角
の
台
紙
の
上
に
の

せ
て
、
生
き
も
の
な
ど
の
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
、
接
着
剤
で
固
定
し
ま

す
。
台
紙
の
裏
に
は
マ
グ
ネ
ッ
ト

が
付
い
て
い
る
の
で
、
冷
蔵
庫
な

ど
に
く
っ
つ
け
て
使
え
ま
す
。

ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
体
験

完
成
品　
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
1

個　材
料
費　
7
0
0
円

内
容　
グ
ラ
ス
の
底
に
砂
を
し
き

つ
め
、
貝
殻
や
サ
ン
ゴ
を
並
べ
ま

す
。透
明
の
ジ
ェ
ル
を
流
し
込
み
、

固
ま
っ
た
ら
2
層
目
に
も
貝
な
ど

を
並
べ
ま
す
。
最

後
に
色
付
き
の
ジ

ェ
ル
を
入
れ
、
自

分
だ
け
の
海
の
世

界
が
で
き
あ
が
り

ま
す
。

※
各
体
験
の
所
要
時
間
は
30
～
40

分
で
す
。

　
来
館
予
定
日
の
体
験
内
容
に
つ

い
て
は
、
海
の
博
物
館
に
気
軽
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
る
ほ
ど
！
う
み
は
く

な
る
ほ
ど
！
う
み
は
く

　
海
の
博
物
館
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
や
土
曜
日
、
日
曜
日

に
、
鳥
羽
の
海
で
と
れ
る
海
藻
や

貝
殻
、
真
珠
な
ど
を
使
っ
て
、
世

界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
を
作
る
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

貝
紫
染
め
体
験

完
成
品　
コ
ー
ス
タ
ー
1
枚

材
料
費　
7
0
0
円

内
容　
磯
に
い
る
イ
ボ
ニ
シ
な
ど

の
巻
貝
か
ら
黄
色
の
体
液
を
取
り

出
し
て
、
コ
ー
ス
タ
ー
に
選
ん
だ

型
紙
を
あ
て
て
布
を
染
め
ま
す
。

太
陽
の
光
に
あ
て
る
と
、
黄
色
に

染
め
た
と
こ
ろ
が
紫
色
に
変
わ
り

ま
す
。鳥
羽
の
海
女
さ
ん
た
ち
は
、

こ
の
染
色
法
で
魔
除
け
の
印
を
描

い
て
い
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。

海
藻
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
体
験

完
成
品　
ス
ト
ラ
ッ
プ
1
個　

材
料
費　
7
0
0
円

内
容　
好
み
の
海
藻
お
し
ば
を
星

形
や
丸
い
金
属
の
型
に
樹
脂
で
閉

じ
込
め
て
作
り
ま
す
。
貝
殻
な
ど

も
加
え
て
デ
ザ
イ
ン
し
て
、
紫
外

線
を
当
て
て
固
め
ま
す
。

貝
殻
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
体
験

完
成
品　
ス
ト
ラ
ッ
プ
1
個　

材
料
費　
7
0
0
円

内
容　
宝
貝
な
ど
の
貝
殻
や
、
真

珠
、
ビ
ー
ズ
を
ワ
イ
ヤ
ー
に
通
し

て
、
ね
じ
っ
た
り
、
輪
を
作
っ
た

り
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
世
界
に

一
つ
し
か
な
い
貝
殻
の
ス
ト
ラ
ッ

プ
を
作
り
ま
す
。

鳥
羽
の
海
の
も
の
を

使
っ
て
の
楽
し
い
体
験

市
立
海
の
博
物
館　
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こ
の
時
期
、
干
さ
れ
た
ヒ
ジ
キ

で
海
岸
通
り
が
絨

じ
ゅ
う

毯た
ん

を
敷
い
た
よ

う
に
な
っ
て
い
る
様
子
を
よ
く
目

に
す
る
。
黒
く
乾
い
た
も
の
は
見

た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
生
き
て
い

る
姿
を
見
た
こ
と
は
な
い
と
い
う

人
も
い
る
だ
ろ
う
。
干
潮
時
に
姿

を
現
す
岩
場
の
上
に
、
オ
リ
ー
ブ

グ
リ
ー
ン
の
棒
状
の
葉
を
茂
ら
せ

て
い
る
海
藻
が
ヒ
ジ
キ
で
あ
る
。

し
ょ
う
ゆ
で
煮
つ
け
て
も
、
白
和

え
に
し
て
も
お
い
し
い
が
、
少
し

固
め
に
戻
し
、
サ
ラ
ダ
な
ど
に
加

え
て
し
ゃ
き
っ
と
し
た
食
感
を
楽

し
む
食
べ
方
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

わ
れ
わ
れ
が
食
べ
て
い
る
市
販

の
ヒ
ジ
キ
の
8
割
近
く
は
中
国
産

や
韓
国
産
で
あ
る
。
国
産
の
ヒ
ジ

キ
だ
け
で
は
国
内
の
需
要
を
賄
え

な
い
と
い
う
こ
と
か
。
そ
れ
ら
の

国
の
水
揚
げ
の
ほ
と
ん
ど
は
日
本

へ
の
輸
出
用
で
、
採
り
す
ぎ
て
ヒ

ジ
キ
が
無
く
な
っ
て
い
る
所
も
あ

る
と
聞
く
。
日
本
で
も
同
様
で
あ

る
。
根
元
を
残
し
て
刈
り
取
る
の

が
本
来
の
方
法
だ
が
、
無
許
可
で

刈
る
人
の
中
に
は
乱
暴
に
根
こ
そ

ぎ
ち
ぎ
っ
て
し
ま
う
人
も
い
る
。

ヒ
ジ
キ
は
残
さ
れ
た
根
元
か
ら
再

び
増
え
る
の
で
、
根
が
な
く
な
る

と
「
ヒ
ジ
キ
畑
」
も
な
く
な
る
。

そ
れ
に
加
え
気
候
変
動
や
人
間
活

動
に
よ
る
環
境
変
化
に
よ
っ
て
も

ヒ
ジ
キ
が
減
っ
て
い
る
。
大
産
地

で
あ
る
長
崎
県
対
馬
で
は
「
ヒ
ジ

キ
畑
」
の
消
失
が
深
刻
だ
。

　

昔
か
ら
旬
の
味
覚
や
保
存
食
材

と
し
て
親
し
ん
で
き
た
ヒ
ジ
キ
は
、

和
食
が
見
直
さ
れ
て
い
る
現
代
で

は
食
物
繊
維
や
ミ
ネ
ラ
ル
源
と
し

て
も
重
要
な
食
材
で
あ
る
。
和
食

文
化
の
継
承
に
加
え
、
ヒ
ジ
キ
を

は
じ
め
と
し
た
鳥
羽
の
生
物
資
源

の
「
持
続
可
能
性
」
に
つ
い
て
も

考
え
た
い
。

～ヒジキの話～
vol.7

水産研究所　　 25３３１６磯の岩を覆うように茂るヒジキ（国崎）
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「
お
す
そ
わ
け
」と
い
う
言
葉
を
、

最
近
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
た
気

が
し
ま
す
。「
お
祝
い
の
お
菓
子
を

も
ら
っ
た
の
で
、こ
れ
、お
す
そ
わ
け

で
す
」「
親
戚
か
ら
ワ
カ
メ
を
も
ら
っ

た
の
で
、お
す
そ
わ
け
し
ま
す
」な

ど
。

　
「
お
す
そ
わ
け
」は
も
ら
っ
た
も
の

を
他
の
人
に
分
け
与
え
る
と
い
う

意
味
で
、漢
字
で
は「
お
裾
分
け
」と

書
き
ま
す
。「
お
裾
分
け
」の「
す
そ
」

と
は
、着
物
の
裾
の
こ
と
で
す
。自

分
の
身
体
の
中
心
か
ら
離
れ
て
、汚

れ
や
す
い
場
所
に
あ
る
生
地
の
こ

と
な
の
で「
つ
ま
ら
な
い
も
の
」と
い

う
意
味
に
な
る
た
め
、目
上
の
人
に

使
う
の
は
失
礼
に
あ
た
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
人
か
ら
い
た
だ
い
た
幸

せ
を
分
け
る
と
い
う
意
味
で「
お
福

分
け
」と
い
う
表
現
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
言
葉
は
何
か
を
く
れ
た
人
に

対
し
て
も
、そ
れ
を
配
る
相
手
に
対

し
て
も
失
礼
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
お
裾
分
け
」は
、柔
ら
か
な
和
の

心
が
息
づ
く
美
し
い
日
本
の
言
葉
、

日
本
人
が
大
切
に
し
て
き
た
心
の

よ
う
に
思
う
の
で
す
。

　

ま
た
、日
本
人
は
、出
合
い
作
業

や
祭
り
の
協
力
、葬
儀
に
お
け
る

助
け
合
い
な
ど
、隣
近
所
と「
遠
く

の
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
」と
い
う

人
間
関
係
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し

た
。東
日
本
大
震
災
で
の
日
本
人

の
行
動
に
世
界
の
人
が
驚
き
、「
絆
」

と
い
う
言
葉
も
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、隣
近
所
と
の
関
わ
り
は

時
と
し
て
不
自
由
な
、我
慢
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。子
ど
も
が
少
な
く
な
り
、近
所

で
物
を
分
け
る
習
慣
や
関
わ
り
合

う
機
会
も
減
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
関
係
が
希
薄
に
な
り
つ

つ
あ
る
今
の
社
会
で
す
が
、人
と

人
と
の
つ
な
が
り
な
ど
、昔
を
引
き

継
い
で
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
少
子
化
の
問
題
」は
、伝
え
る
べ

き
相
手
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ

な
が
る
問
題
で
す
。文
化・社
会
は

長
い
時
間
を
か
け
て
気
が
付
か
な

い
間
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。「
お

裾
分
け
」と
い
う
言
葉
か
ら
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
日
本
人
が
大
切

に
し
て
き
た
文
化
を
守
っ
て
い
く
こ

と
も
意
識
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

お
す
そ
わ
け

新
人
ガ
イ
ド
に
混
じ
っ
て
研
修
に

参
加
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

駅
ボ
ラ
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、約

３
時
間
の
事
前
の
研
修
を
受
け
る

こ
と
が
必
須
な
の
で
す
。

　

研
修
当
日
は
電
動
車
い
す
の
女

性
が
四
日
市
市
か
ら
参
加
さ
れ
て

お
り
、Ｊ
Ｒ
側
の
階
段
は
男
性
４

人
が
車
い
す
ご
と
持
ち
上
げ
、下

ま
で
降
ろ
す
こ
と
に
よ
り
、エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
代
わ
り
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

駅
ボ
ラ
の
心
得
と
し
て
、次
の

①
～
⑤
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
こ
の
か
た
は
何
を
求
め
て
相
談

し
て
い
る
の
か
、相
手
の
知
り
た
が

っ
て
い
る
こ
と
を
読
む
こ
と
。

②「
真
っ
す
ぐ
行
っ
て
右
」と
、た
だ

道
順
を
言
う
だ
け
で
な
く
、「
あ

そ
こ
に
見
え
る
階
段
を
降
り
る
」、

「
あ
の
建
物
の
右
か
ら
３
番
目
」と

か
、で
き
る
だ
け
そ
の
目
印
と
な
る

も
の
が
見
え
る
と
こ
ろ
ま
で
同
行

す
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
。

③
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
も
伊
勢
神
宮

も
飲
食
店
も
、案
内
し
た
と
し
て

も
そ
こ
は
す
で
に
空
き
が
な
い
と

　

鳥
羽
駅
の
名
物
で
あ
る
駅
ボ
ラ

は
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
お
盆

に
、近
鉄
鳥
羽
駅
の
改
札
口
を
出

た
と
こ
ろ
と
駅
階
段
を
下
り
た
送

迎
バ
ス
前
に
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

駅
を
利
用
す
る
観
光
客
に
道
案

内
や
観
光
の
ア
ド
バ
イ
ス
。身
体

の
不
自
由
な
か
た
や
困
っ
て
い
る

か
た
へ
の
お
手
伝
い
。車
い
す
、ベ

ビ
ー
カ
ー
の
貸
し
出
し
手
続
き
な

ど
を
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
活
動
中
に
顔
を
出

し
て
、み
な
さ
ん
を
ね
ぎ
ら
う
だ
け

で
し
た
が
、今
年
は
私
も
実
際
に

立
つ
こ
と
に
し
ま
し
た
。た
だ
、駅

前
の
地
理
が
分
か
っ
て
い
る
か
ら

と
い
っ
て
す
ぐ
に
案
内
で
き
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。あ
ら
た
め
て

か
、混
雑
で
入
れ
な
い
か
も
し
れ
な

い
、と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て

案
内
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
い
う

こ
と
。

④
そ
し
て
Ｃキ

ャ

ン
Ａ
Ｎ
バ
ス
の
利
用
が

歩
く
距
離
が
短
く
て
す
み
案
外
便

利
だ
と
い
う
こ
と
。

⑤
ひ
だ
ま
り
前
の
臨
時
駐
車
場
か

ら
駅
前
と
遊
覧
船
で
結
ぶ
パ
ー
ク

＆
シ
ッ
プ
ラ
イ
ド
が
魅
力
的
だ
と

い
う
こ
と
。

　
ど
れ
を
と
っ
て
も
目
か
ら
ウ
ロ
コ

の
研
修
で
し
た
。

　

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

の
駅
ボ
ラ
は
、４
月
28
日
、５
月
３

日
、４
日
、５
日
の
午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分
に
開
設
さ
れ
ま

す
。私
は
３
日
と
４
日
と
も
に
午

前
中
に
そ
こ
に
い
ま
す
。

鳥羽駅には出口がいっぱいあります

Vol.180
教育委員会生涯学習課 � 25 �１２６８

エレベーターのないJR側の
階段は４人の人力でカバー

鳥
羽
駅
の
名
物 

駅
ボ
ラ
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
）

Vol.22 中
村
欣
一
郎
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長
の

さ
ん
し
ょ
う

こ
つ
ぶ
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まちの話題

春
爛ら
ん

漫ま
ん

！
賑
わ
う
嘉
隆
さ
く
ら
祭
り

　4月6日、鳥羽城跡三ノ丸広場周辺
で嘉隆さくら祭りが開催されました。
　城山公園に咲く満開の桜の下で、三
ノ丸広場では松本藩森重流砲術保存会
による大筒の演武、鳥羽九鬼水軍太鼓
保存会による太鼓の演奏、鳥羽物語倶
楽部による踊りなどが披露され、見物
客を魅了しました。また、しろやま楽
市では地元産の海産物や野菜などをは
じめ、雑貨などのブースが出店しまし
た。お昼前には水軍汁もふるまわれ、
家族で訪れていた鳥羽小学校2年生の
安田悠輝さんは「お祭り楽しい」と笑
顔で話してくれました。

神
島
保
育
所
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　3月 26日、神島保育所の竣工式が
行われました。新たな神島保育所は旧
保育所に隣接する旧職員住宅をリノベ
ーションし、3月中旬に工事が完了し
ました。竣工式では中村市長が「子ど
もたちの声が町中に響き渡るような小
さくてもきらり輝く保育所であってほ
しい」と祝辞を述べ、子どもたちはお
礼に「ありがとうの花」を元気いっぱ
い歌って感謝の気持ちを伝えました。
神島保育所の小久保順正さんは新しい
保育所について「楽しみ！レゴで遊び
たい。砂場もうれしい」と話してくれ
ました。

赤
い
ハ
ン
カ
チ
を
振
っ
て 

再
会
の
約
束

　4月 4日、大型客船ダイヤモンド・
プリンセスが鳥羽港へ寄港しました。
出港の際には、鳥羽での再会を約束す
るイベント・リメンバー赤いハンカチ
が行われ、参加者らは遊覧船でダイヤ
モンド・プリンセスの近くへ移動し、
トランペットでオーバー・ザ・レイン
ボーを奏でる中、赤いハンカチを振っ
て出港を見送りました。
　参加した中村太紀さんは「近くで見
れた。たくさんバイバイしてくれた」
と感想を話してくれました。

新
た
な
世
代
へ
激
励

　鳥羽商工会議所かもめホールで４月５
日、新卒就職者激励会が行われ市内事
業所などに就職した68人が出席しまし
た。
　式典では、鳥羽商工会議所の松田音
壽会頭から「新元号や東京五輪など新
たな時代となり、観光は絶好の機会を
迎えるのでみなさんの活躍に期待してい
ます」と激励の言葉が参加者へ贈られま
した。また、新卒就職者代表で鳥羽国
際ホテルの山本純輝さんは「期待に沿
えられるように誠心誠意努力したい」と
謝辞を述べました。
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koho@city.toba.lg.jp

満 1歳になる元気なお子さんの写真（デジカメ画像可）に25文字以内のコメント
を添えて、広報情報係へお送りください。メールでも受け付けています。

子どもの
ストレル

「ありがとう｣お外で
遊ぶって
楽しい

Vol.50

子育て支援センター
 25 ７２２5

る
は
ず
で
す
。
天
気
の
良
い
日

に
は
、
ゆ
っ
た
り
公
園
や
海
辺

へ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
。
赤
ち
ゃ
ん
も

抱
っ
こ
や
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
心

地
よ
い
風
を
感
じ
て
の
お
散
歩

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
外
で
た
く
さ
ん
遊
ん

で
太
陽
の
光
を
浴
び
る
と
、
夜

に
自
然
と
眠
く
な
る
「
メ
ラ
ト

ニ
ン
」
の
分
泌
量
も
増
え
て
寝

つ
き
が
よ
く
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
夜
に
な
か
な
か
寝
て

く
れ
な
い
と
困
っ
て
い
る
パ
パ

や
マ
マ
に
は
、
生
活
リ
ズ
ム
を

整
え
る
に
は
良
い
機
会
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
だ
っ
こ
」
で
た
く
さ
ん

遊
ん
だ
後
に
、
隣
の
池
上
公
園

で
お
弁
当
を
食
べ
て
、
外
で
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
鳥
羽
市
の
さ
ま
ざ
ま
な

施
設
も
活
用
し
て
、
元
気
な
と

ば
っ
子
を
育
て
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

　
暖
か
な
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、

外
で
思
い
っ
き
り
遊
び
た
い

子
ど
も
た
ち
は
、「
公
園
に
行

こ
！
」
と
パ
パ
や
マ
マ
を
誘
い

か
け
て
く
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

仕
事
続
き
の
や
っ
と
の
休

日
、
大
人
は
家
で
ゆ
っ
く
り
し

た
い
と
思
う
こ
と
も
あ
る
の
が

本
音
で
す
よ
ね
。
し
か
し
、
戸

外
で
過
ご
す
時
間
は
子
ど
も
の

五
感
（
視
覚
・
聴
覚
・
嗅
覚
・

味
覚
・
触
覚
）
を
刺
激
す
る
楽

し
い
ひ
と
と
き
で
す
。
刺
激
は

脳
の
発
達
を
促
し
ま
す
。
お
日

さ
ま
の
暖
か
さ
を
肌
で
感
じ
、

春
色
に
染
ま
っ
た
草
花
を
見
た

り
、
鳥
の
鳴
き
声
や
風
に
揺
れ

る
木
々
の
音
を
き
い
た
り
、
虫

を
見
つ
け
て
は
観
察
し
て
み
た

り
、
外
遊
び
な
ら
で
は
の
貴
重

な
実
体
験
は
多
く
を
学
び
、
体

と
心
に
深
く
残
り
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
大
切
な
宝
物
に
な

『風水害等避難所』とは
　風水害等避難所とは、台風などによ
り風水害が発生したときに、洪水や土
砂災害などから避難するための施設で
す。基本的には、被害を受ける恐れのあ
る場合に市が発令する「避難準備・高齢
者等避難開始」や「避難勧告」「避難指
示（緊急）」に伴い開設されます。

『津波避難場所』とは
　津波避難場所とは、地震が発生した
時に津波からまず避難するための場所
です。津波が予想される場合や津波警
報などが発表された場合には、呼びか
けを待たず、すぐに津波避難場所などの
高いところへ避難してください。また、
地震の揺れが小さくても津波が襲来す
る場合もありますので、状況に応じて避
難しましょう。

どこへ避難すればいいの？
　災害時に避難する場所には、『津波避難場所』と『風水害等避難所』があります。
しかし、市が指定する場所にとらわれることなく、より安全な場所があれば、そち
らに避難しましょう。また、地震などが発生したときには、がけ崩れなどで道路が
通れなくなる可能性があります。普段から住み慣れた町でも、避難先までの道のり
を確認しておきましょう。
　16・17ページの『災害時に避難する場所』は、すぐに確認できるように抜き取り、
保管しておきましょう。( 市では、災害時に避難する場所の指定基準を設け、施設
の耐震性や土砂災害の危険性などを考慮し随時見直しを加えています )

　「避難準備・高齢者等避難開始」発令時に開設する避難所は、17ページに掲載の赤字で記載している施設です。
また、避難所開設の際は、とばメールや市ホームページ、市フェイスブック、ケーブルテレビの文字放送などでお
知らせします。
　指定避難所とは、災害の危険性があり避難した住民のかたが、災害の危険性がなくなるまで必要な期間滞在
したり、災害により自宅へ戻れなくなった住民のかたが一時的に滞在したりすることを目的とした施設のことです。

vol.71vol.71

一
人
一
人
が
備
え
て
こ
！
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災
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koho@city.toba.lg.jp

満 1歳になる元気なお子さんの写真（デジカメ画像可）に25文字以内のコメント
を添えて、広報情報係へお送りください。メールでも受け付けています。

福原　こころ ちゃん
平成 30 年 2 月23 日生まれ（安楽島町）

たくさん食べて、遊んで
大きくなってね♥

中村　裕
ゆう

羽
は

 くん
平成30年4月21日生まれ（安楽島町）

お散歩大好き！食べるの大好き！
１歳おめでとー☆

山下　佳
か

穂
ほ

 ちゃん
平成 30 年 5 月 7 日生まれ（安楽島町）

いつもニコニコ、
我が家のアイドルかほです♡

西川　長
なが

治
はる

 くん
平成 30 年 3 月 14 日生まれ（答志町）

�泣き虫長ちゃん♥
これからもすくすく大きくなってね♥

　

今
年
は
新
天
皇
の
即
位
に
伴
っ
て
、
最
大
10
連
休
の
大
型
連
休

に
な
り
ま
す
。
５
月
の
青
空
の
下
で
身
体
を
動
か
し
た
り
、
家
の

中
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
り
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
で
す

ね
。
心
機
一
転
し
、
新
た
な
時
代
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

す
こ

や

に

か

お
み
ら
む
い　
絵

vol.150

と
ば
っ
こ 

げ
ん
き
っ
こ

新
元
号
は

令
和
か
ぁ
！

今
年
は

即
位
の
日
が

祝
日
に
な
っ
て
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

最
大
10
連
休
や
ね
♪

連
休
開
始

明
日
も
た
く
さ
ん

遊
ぶ
ぞ
～
！�

楽
し
か
っ
た
～�

　丁寧に書いてあり良いと思います
が、太い線と細い線を使い分けるとより
良くなると思います。

　筆をゆっくり運ぶことは大切なこと
ですが、「足」などは少し早く筆を運ん
でもいいのではと思います。

書
道

谷
本
　
み
つ
子
さ
ん

谷
川
　
泉
さ
ん

◆
髙
尾
　
紫
岳
　
選

４月�27日（土）�
28日（日）�
29日（昭和の日）�
30日（国民の休日）

５月１日（即位の日）
　　２日（国民の休日）
　　３日（憲法記念日）
　　４日（みどりの日）
　　５日（こどもの日）
　　６日（振替休日）

23 広報とば  令和元年 5 月 1 日号



◎
お
は
な
し
会

と
き　
5
月
11
日

（土）
午
後
２
時
～

『
ア
ナ
ン
シ
と
五
』
な
ど

◎
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

と
き　
５
月
19
日

（日）
午
後
2
時
～

テ
ー
マ
「
お
べ
ん
と
う
も
っ
て
…
」

◎
絵
本
と
紙
芝
居
の
会

と
き　
５
月
26
日

（日）
午
前
10
時
30
分
～

『
ひ
と
つ
ず
つ
』
ほ
か

◎
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
会

と
き　
５
月
31
日

（金）
午
前
10
時
30
分
～

『
ひ
よ
こ
』
ほ
か

●
鳥
羽
子
ど
も
の
本
の
会
（
読
書
会
）

と
き　
５
月
14
日

（火）
午
前
9
時
45
分
～

テ
キ
ス
ト
『
桃
源
郷
も
の
が
た
り
』

●
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
講
習
会
受

講
者
募
集

　

子
ど
も
た
ち
の
好
き
な
お
は
な
し
の

選
び
方
や
覚
え
方
、
話
し
方
や
楽
し
さ

な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
で
す
。

講
師　

お
は
な
し
の
会
「
ミ
ル
キ
ー
ウ

ェ
イ
」

と
き　

第
1
回
5
月
28
日

（火）
、
第
2
回

6
月
4
日

（火）
、
第
3
回
6
月
11
日

（火）

毎
回
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　
市
立
図
書
館
２
階
・
会
議
室

募
集
人
員　
20
人�

資
料
代　
１
０
０
円

◎
特
別
整
理
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　

5
月
20
日

（月）
か
ら
24
日

（金）
は
蔵
書
点

検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

library 
news

火・水曜日　午前9時～午後6時
木・金曜日　午前9時～午後7時
土・日曜日　午前9時～午後5時
祝日は午前９時～午後５時

図書館だより

開館時間 休館日

市立図書館　  26 4555

65 June
2019

May
2019

	Sun	 Mon	 Tue	 Wed	 Thu	 Fr i	 Sat	Sun	 Mon	 Tue	 Wed	 Thu	 Fr i	 Sat

図書カレンダー図書カレンダー

一
般
書

『
東
京
ク
ラ
イ
シ
ス
』�

安
生
正

『
ハ
ー
ト
型
の
雲
』�

高
橋
三
千
綱

『
雨
に
も
負
け
ず
』�

高
杉
良

『
飛
族
』�

村
田
喜
代
子

『
過
労
死
』�

牧
内
昇
平

『
至
福
の
ど
ん
ぶ
り
レ
シ
ピ
』�

今
井
亮

『
元
号
と
日
本
人
』�

宮
瀧
交
二
ほ
か

児
童
書

『
い
つ
か
、太
陽
の
船
』�

村
中
李
衣

『
チ
ギ
ー
タ
！
』�

蒔
田
浩
平

『
ト
マ
と
エ
マ
の
め
い
ろ
の
く
に
』�

大
庭
賢
哉

『
ガ
ン
ピ
ー
さ
ん
の
ド
ラ
イ
ブ
』�ジ
ョ
ン・バ
ー
ニ
ン
ガ
ム

『
数
え
方
図
鑑
』�

や
ま
ぐ
ち
か
お
り

『
中
村
裕
』�

佐
野
慎
輔
ほ
か

上記の番組放送以外の時間は文字情報を繰り返し放送します。放送内容・タイトルについては変更する場合がありますのでご了承ください。
番組内容については広報情報係� � 25 1102、加入申し込みについては㈱ZTV伊勢放送局� 0120-270-089�へ問い合わせてください。

５月 1日

～

５月 15日

特　集 熱中症に注意しましょう

お知らせ

高校生通学費補助制度のご案内について
５月は消費者月間です
三重県内男女共同参画連携映画祭 2019
～鳥羽会場～のお知らせ
地域のためにがんばる団体応援事業費補
助金申請を受け付けます

５月16日

～

５月 31日

特　集 とばマルシェに行こう

お知らせ

工業統計調査のお知らせ
ごみの分別について
経済センサス - 基礎調査のお知らせ
水道週間のお知らせ

　ケーブルテレビを視聴するにはゼットティービーへの加入が
必要です。未加入のかたは加入をご検討ください。（引き込み
工事費および宅内工事費は別途負担していただくようお願いし
ます）

製作番組「テレビ広報とば」
　　　　　（番組時間約 20分）
放送時間　午前6時、8時、10時、
正午、午後 2時、４時、6時、8時、
10時～

	 	 	 	 	 	 	 1
	2	 3	 4	 5	 6	 7	 8
	9	 10	 11	 12	 13	 14	 15
	16	 17	 18	 19	 20	 21	 22
	23	 24	 25	 26	 27	 28	 29
	30	 	 	 	 	 	

	 	 	 	 1	 2	 3	 4	
	5	 6	 7	 8	 9	 10	 11	
	12	 13	 14	 15	 16	 17	 18	
	19	 20	 21	 22	 23	 24	 25	
	26	 27	 28	 29	 30	 31

健康ウォーキング＆
みんなと☆ばーがー体操教室

放送時間　午前 9時～、11時～
� 　　午後５時～
　　　　　　（番組時間約 8分）

鳥羽健康づくり体操
「チェアロビクス�lesson2」

放送時間　午前 7時～
� 　　午後 1時～、7時～
　　　　　　（番組時間約 10分）

小　説小説絵本 その他その他

新 刊
情 報

行政チャンネルとば番組案内（ケーブルテレビ　ゼットティービー） デジタル　123ｃｈ

広報とば  令和元年 5 月 1 日号 24



５月１日～

暮らしの情報　toba information

広報とばに掲載された写真を差し上げます。
ご希望のかたは、総務課広報情報係まで。

まちで見かけた

元気な子お   

知   
ら   
せ

地
域
活
動
に
が
ん
ば
る
団
体
を

応
援
し
ま
す
！

市
民
課
人
権
・
市
民
交
流
係

 

25 

１
１
２
６

　
地
域
を
自
ら
の
力
で
よ
り
良
く
し
て
い

こ
う
と
い
う
活
動
に
対
し
、
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

　
新
し
い
試
み
や
工
夫
に
よ
っ
て
活
動
の

発
展
に
寄
与
す
る
経
費
（
補
助
対
象
経
費

の
２
分
の
１
で
上
限
20
万
円
）
と
活
動
の

継
続
に
必
要
と
な
る
経
費
（
補
助
対
象
経

費
の
２
分
の
１
で
上
限
５
万
円
）
の
２
つ

の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
た
だ
し
、
併
用

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
審
査
会
で
の
書
類
審
査
と
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
上
、
決
定
し
補
助
し
ま

す
。

　
な
お
、
申
請
し
た
団
体
は
審
査
会
の
日

に
開
催
す
る
市
民
活
動
団
体
交
流
会
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象
事
業　
身
近
な
地
域
の
活
性
化
、
地

域
の
課
題
の
解
決
に
役
立
つ
活
動

対
象　
住
民
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
な
ど

（
一
部
、
対
象
外
と
な
る
事
業
お
よ
び
団

体
が
あ
り
ま
す
）

補
助
対
象
と
な
る
事
業
の
実
施
期
間

４
月
１
日
～
令
和
２
年
３
月
31
日

募
集
期
間　
５
月
７
日

（火）
～
21
日

（火）

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

申
請
方
法　
所
定
の
申
請
様
式
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
市
民
課
人
権
・
市
民
交
流

係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、

市
民
課
窓
口
ほ
か
、
各
連
絡
所
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

市
指
定
ご
み
袋
の
配
布

環
境
課
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
係

 

25 

１
１
４
９

　
市
指
定
ご
み
袋
の
配
布
は
、
一
覧
表
の

要
件
に
該
当
す
る
世
帯
の
か
た
が
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
配
布
す
る
指
定
ご
み

袋
は
30
ℓ
以
下
で
年
１
回
60
枚
ま
で
で

す
。

　

申
請
に
は
世
帯
主
（
配
布
対
象
世
帯

員
）
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。
ま
た
代
理
人

が
手
続
き
す
る
場
合
は
、
世
帯
主
と
代
理

人
両
方
の
印
鑑
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
と
ば
っ
子
カ
ー
ド
加
入
者
世
帯
の
か

た
が
申
請
す
る
場
合
は
「
と
ば
っ
子
カ
ー

ド
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
１
世
帯
に
つ
き
１
回
で
す
。

市指定ごみ袋配布対象一覧表
配布対象世帯 申請場所 申請期間

生活保護
受給者世帯

健康福祉課
（☎ 25 1184）

または
各連絡所

５月７日（火）

～

令和２年
３月31日（火）

児童扶養手当
受給者世帯

特別児童扶養手当
受給者世帯

特別障害者手当
受給者世帯

とばっ子カード
加入者世帯
老齢福祉年金
受給者世帯

市民課
（☎ 25 1148）

または
各連絡所

０～２歳児を養
育する世帯
（４月１日現在
で２歳以下また
は年度内に子ど
もが生まれた世
帯）
65歳以上のかた
のみで構成する
世帯（４月１日
現在）で市民税
が非課税の世帯

環境課
（☎ 25 1149）

または
各連絡所

７月１日（月）

～

令和２年
３月31日（火）

（
税
別
）

（
税
別
）

広
　
　
告

暮らしの情報

25 広報とば  令和元年 5 月 1 日号



５月１日～

暮らしの情報　toba information

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

総
務
課
防
災
危
機
管
理
室

 

25 

１
１
１
８

　
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
備
え
、
情
報
伝
達
試
験
を
行
い
ま

す
。
こ
の
試
験
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
試
験

で
、
鳥
羽
市
以
外
の
地
域
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
手
段
を
用
い
て
情
報
伝
達
試
験
が
行
わ

れ
ま
す
。

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や
武

力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
国
か
ら
人

工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
伝
え
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。

と
き　
５
月
15
日

（水）　
午
前
11
時
ご
ろ

試
験
内
容

①
防
災
行
政
無
線
で
の
放
送
（
防
災
行
政

無
線
の
放
送
は
防
災
ラ
ジ
オ
で
も
受
信
し

ま
す
）

②
と
ば
メ
ー
ル
で
の
配
信

※
①
・
②
で
「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
」

と
い
う
内
容
が
流
れ
ま
す
。

は
か
り
の
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

農
水
商
工
課
商
工
労
政
係

 

25 

１
１
５
６

三
重
県
計
量
検
定
所

 

０
５
９
―

２
２
３
―

５
０
７
１

　
取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り
は
２

年
に
１
回
検
査
が
必
要
で
す
。
必
ず
計
量

士
に
よ
る
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
、
次
の
日
程
表
の
と
お
り
定
期

検
査
を
市
内
各
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

対
象

①
商
店
・
ス
ー
パ
ー
（
精
肉
・
鮮
魚
・
青

果
・
惣
菜
な
ど
の
内
容
量
を
表
記
す
る
た

め
の
販
売
用
）

②
農
漁
業
（
生
産
物
の
販
売
・
出
荷
用
）

③
病
院
・
薬
局
（
薬
の
調
剤
用
・
体
重
測

定
用
・
健
康
診
断
用
）

④
官
公
署
（
体
重
測
定
用
・
学
校
や
幼
稚

園
な
ど
の
健
康
診
断
用
）

⑤
宅
配
取
扱
業
（
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
取
次

店
を
含
む
宅
配
用
）

　
定
期
検
査
は
有
料
で
、
は
か
り
の
種
類

に
よ
っ
て
検
査
料
が
異
な
り
ま
す
。
前
回

検
査
を
受
け
た
か
た
な
ど
に
は
、
定
期
検

査
に
つ
い
て
の
事
前
調
査
票
を
郵
送
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
以
外
で
は
か
り
を
使
っ
て

い
る
か
た
は
、
農
水
商
工
課
商
工
労
政
係

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
検
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
三

重
県
計
量
検
定
所
（
津
市
）
へ
計
量
器
を

持
参
し
、
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
無
料
配
布
し
ま
す

環
境
課
環
境
保
全
係

 

25 

１
１
４
７

　
夏
場
の
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
節
電
に
効
果

の
あ
る
「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
設
置
を

推
進
す
る
た
め
、
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
配
布
し

ま
す
。
希
望
す
る
か
た
は
、
環
境
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

配
布
数　
１
世
帯
10
苗
程
度

※
約
７
０
０
苗
配
布
を
予
定
し
て
お
り
、

な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

配
布
場
所　
鳥
羽
市
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク

募
集
期
限　
５
月
24
日

（金）

※
配
布
日
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
か
た

日程表
検査月日 検査時間 検査場所

5月7日（火） 午後 １時30分～２時30分 坂手定期船待合所
8日（水） 午後 １時30分～３時 鳥羽磯部漁協答志支所
9日（木） 午後 １時30分～３時 鳥羽磯部漁協菅島支所

10日（金） 午後 ０時30分～３時30分 鳥羽磯部漁協和具浦支所
13日（月） 午後 ０時30分～２時30分 神島開発総合センター
14日（火） 午前11時～午後０時30分 鳥羽磯部漁協桃取町支所

15日（水） 午前10時30分～11時30分 女性等活動拠点施設
午後 １時30分～３時30分 鳥羽磯部漁協浦村支所

16日（木） 午前10時～午後３時 保健福祉センターひだまり

サンアリーナスポーツクラブwithメッツ
平日9：30～16：00 18：00平日9：30 16：00 18：00
土・日曜日 9：30～18：00
※祝日 該当する曜日の営業時間になります。
※イベント開催など、会場の都合によって臨時休室する場合があります。
休室日：木曜日・年末年始・お盆
利用料：1回券400円利用料：1回券400円 ※1回2時間単位の利用

0～21：000 21：00

盆他

三重県営サンアリーナ
三重県指定管理者　株式会社スコルチャ三重　三重県伊勢市朝熊町字鴨谷4383-4　ＴＥＬ0596-22-7700（代）

広
　
　
告

暮らしの情報

広報とば  令和元年 5 月 1 日号 26



５月１日～

暮らしの情報　toba information

information
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し

ま
せ
ん
か

環
境
課
環
境
保
全
係

 

25 

１
１
４
７

　
生
活
雑
排
水
も
合
わ
せ
て
処
理
で
き
る

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
促
進
す
る

た
め
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

●
事
業
所

対
象
地
域　
妙
慶
川
流
入
区
域

対
象
建
物　
事
業
を
目
的
と
し
た
建
物
ま

た
は
店
舗
を
併
用
し
た
住
宅
で
、
専
ら
事

業
の
用
に
供
す
る
部
分
が
延
べ
床
面
積
の

２
分
の
１
以
上
で
あ
る
も
の

募
集
基
数　
１
基
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

●
住
宅

対
象
地
域　
市
内
全
域
（
下
水
道
が
整
備

さ
れ
た
相
差
町
、
畔
蛸
町
は
除
く
）

対
象
建
物　
居
住
を
目
的
と
し
た
住
宅
又

は
店
舗
を
併
用
し
た
住
宅
で
、
専
ら
居
住

の
用
に
供
す
る
部
分
が
延
べ
床
面
積
の
２

分
の
１
以
上
で
あ
る
も
の

事
業
所
・
住
宅
用
共
通

対
象
浄
化
槽　

Ｂ
Ｏ
Ｄ
除
去
率
90
％
以

上
、
放
流
水
中
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が
20
㎎
／
ℓ
以

下
の
機
能
を
有
す
る
も
の
。

※
Ｂ
Ｏ
Ｄ
・
・
・
生
物
化
学
的
酸
素
要
求

量
（
汚
濁
の
程
度
を
示
し
、
水
中
の
有
機

物
が
微
生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ

る
と
き
に
消
費
さ
れ
る
酸
素
の
量
）

申
請
期
限　
令
和
２
年
２
月
28
日

（金）

設
置
完
了
期
限　
令
和
２
年
３
月
31
日

（火）

申
込
方
法　
対
象
と
な
る
地
域
の
事
業
所

の
か
た
で
、
補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る

か
た
は
、
環
境
課
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
込
書
類
は
、
環
境
課
で

配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

事業所の浄化槽補助金額一覧表（限度額）

人槽区分
単独浄化槽から

合併処理浄化槽へ転換
汲み取りから

合併処理浄化槽へ転換

設置費 撤去費 配管費 設置費 配管費

5人槽 332,000円

90,000円 60,000円

332,000円

60,000円6～7人槽 414,000円 414,000円

8人槽以上 548,000円 548,000円
※浄化槽の新設は対象外です。

住宅の浄化槽設置整備事業補助金額一覧表（限度額）

人槽区分
合併処理浄化槽

を新設
単独処理浄化槽または汲み
取りから合併処理浄化槽へ

転換

単独処理浄化槽から
合併処理浄化槽へ転換

リフォーム
建て替え リフォーム

設置費 撤去費 配管費
5人槽 � 84,000円 332,000円

90,000円 60,000円7人槽 103,000円 414,000円
10人槽 138,000円 548,000円

※様式などを一部変更していますので、くわしくは、市ホームページをご覧ください。
市ホームページ
ＱＲコード

［住宅用］

［事業所用］

広
　
　
告

27 広報とば  令和元年 5 月 1 日号



５月１日～

暮らしの情報　toba information

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
金

環
境
課
環
境
保
全
係

 

25 

１
１
４
７

　
市
内
の
個
人
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
設
置
に
対
す
る
費
用
に
つ
い
て

補
助
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
家
庭
で
身
近
な
も
の
と
と
ら
え
て

い
た
だ
く
こ
と
や
環
境
問
題
に
対
応
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

補
助
対
象
設
備　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム

補
助
金
額　
６
万
円

補
助
件
数　
15
件

※
補
助
件
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

申
請
期
限　
令
和
２
年
２
月
28
日

（金）

設
置
完
了
期
限　
令
和
２
年
３
月
31
日

（火）

　
く
わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

高
校
生
通
学
費
等
補
助

教
育
委
員
会
総
務
課

 

25 

１
２
６
２

　
子
ど
も
の
教
育
に
か
か
る
経
済
的
負
担

を
軽
く
す
る
た
め
高
校
生
の
通
学
費
な
ど

を
一
部
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
申
請
対
象
は
４
月
か
ら
令
和

２
年
３
月
ま
で
の
通
学
費
な
ど
で
す
。

　
通
学
費
補
助
の
申
請
に
は
、
対
象
期
間

の
定
期
券
の
写
し
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

購
入
時
に
生
徒
証
明
書
の
通
学
定
期
乗
車

券
発
行
控
欄
（
通
学
区
間
、
発
行
年
月

日
、
通
用
期
間
、
発
行
駅
が
明
記
さ
れ
て

い
る
も
の
）
を
駅
窓
口
で
記
載
し
て
も
ら

え
ば
、
そ
ち
ら
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

　
購
入
後
は
、
定
期
券
の
写
し
を
取
り
、

申
請
時
ま
で
必
ず
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ｒ
、
近
鉄
な
ど
の
鉄
道
利
用
で
は
、

定
期
券
の
写
し
を
取
り
忘
れ
た
場
合
、
あ

と
か
ら
で
は
購
入
し
た
証
明
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
生
徒
証
明
書
の
通
学
定
期
乗
車

券
発
行
控
欄
へ
の
記
載
を
忘
れ
ず
に
お
願

い
し
ま
す
。

※
申
請
時
期
や
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、

後
日
広
報
と
ば
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

獣
害
対
策
用
駆
逐
煙
火（
サ
ル
用
）

配
布

農
水
商
工
課
農
林
係

 

25 

１
２
３
１

　
獣
害
対
策
支
援
の
一
環
と
し
て
、
獣
害

対
策
用
駆
逐
煙
火
（
サ
ル
用
）
を
５
月
13

日
（月）
か
ら
配
布
し
ま
す
。
希
望
す
る
か
た

は
、
印
鑑
を
持
参
し
て
、
農
水
商
工
課
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
１
世
帯
に
つ
き
１
セ
ッ
ト
（
５

本
入
）
の
配
布
と
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
40
セ
ッ
ト
限
定
で
先
着
順
の
た

め
、
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

税
務
課
市
民
税
係

 

25 

１
１
３
４

　
身
体
障
が
い
者
の
か
た
な
ど
の
軽
自
動

車
税
の
減
免
申
請
を
次
の
と
お
り
受
け
付

け
ま
す
。

受
付
場
所　
税
務
課
窓
口
ま
た
は
各
連
絡

所受
付
期
限　
５
月
31
日

（金）

必
要
書
類　

運
転
免
許
証
、
障
害
者
手

帳
、
平
成
31
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知

書
、
印
鑑
、
個
人
番
号
の
確
認
で
き
る
資

料
な
ど
（
郵
送
の
場
合
は
確
認
資
料
の
写

し
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
）

　
代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合
に
は
、
次

の
①
～
③
が
必
要
で
す
。

①
委
任
状

②
代
理
人
の
運
転
免
許
証
な
ど

③
申
請
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

は
通
知
カ
ー
ド
の
写
し

　
な
お
、
４
月
に
軽
自
動
車
税
減
免
現
況

報
告
書
を
提
出
し
た
か
た
で
、
納
税
通
知

書
に
減
免
の
案
内
が
同
封
さ
れ
て
い
な
い

か
た
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
減
免
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
身
体
障
が

い
者
な
ど
の
か
た
一
人
に
つ
き
、
普
通
自

動
車
か
軽
自
動
車
の
い
ず
れ
か
１
台
で

す
。

　
く
わ
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
係
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

伊勢やすらぎ公園
もくせい３第３期新区画墓所分譲開始！
伊勢やすらぎ公園にて先着順で分譲開始
令和元年 6月 3日（月）午前 8時 30 分から

バリアフリー墓所・全面区画南向き・前面通路インターロッキング
2 ㎡ 32 区画・3 ㎡  2 区画

※消費税率変更のため、永代管理料の価格変更がございます。

〒516－0045 三重県伊勢市旭町 444 番地１
一般財団法人 伊勢市霊園公社
ＴＥＬ／ＦＡＸ ０５９６（２８）－３３６７

今迄より会話の
聞き取りが良く
充電式です

補 聴 器
新 発 売

時計のデンチ入れ替え、修理、バンド調整。
創業　明治 29 年（西暦 1896 年）

時計 ・メガネ ・補聴器　
鳥羽3丁目16-26　ＴＥＬ（25）2148ハ ラメガネは認定眼鏡士が対応の当店へ

新 商 品 寝ている間に乾燥
除菌します。8,980円（税別）

広
　
　
告

広
　
　
告
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information
狩
猟
免
許
を
取
得
し
ま
せ
ん
か

農
水
商
工
課
農
林
係

 

25 

１
２
３
１

初
心
者
狩
猟
免
許
取
得
予
備
講
習
会

●
サ
ン
・
ワ
ー
ク
津
２
階
・
大
会
議
室

と
き　
①
６
月
29
日

（土）
②
７
月
27
日

（土）

定
員　
各
１
４
０
人

講
義
種
目　
網
・
わ
な
・
一
種
・
二
種

申
込
期
限　

①
６
月
14
日

（金）
②
７
月
12

日
（金）
●
三
重
県
熊
野
庁
舎
５
階
・
会
議
室

と
き　
７
月
13
日

（土）

講
義
種
目　
わ
な

申
込
期
限　
６
月
28
日

（金）

【
共
通
項
目
】

受
講
料　

三
重
県
猟
友
会
会
員
以
外　

１
万
３
０
０
０
円

三
重
県
猟
友
会
会
員　
５
０
０
０
円

問
合
せ
先　
一
般
社
団
法
人
三
重
県
猟
友

会
（
☎�

０
５
９
―

２
２
８
―

０
９
２
３
）

※
鳥
羽
市
獣
害
対
策
協
議
会
が
実
施
す
る

狩
猟
免
許
取
得
予
備
講
習
会
費
用
助
成
事

業
が
あ
り
ま
す
。
（
10
人
の
か
た
に
先
着

順
で
１
万
３
０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
）

狩
猟
免
許
試
験

と
き　
①
７
月
７
日

（日）
②
８
月
８
日

（木）
③

８
月
31
日

（土）

と
こ
ろ　
三
重
県
農
業
大
学
校

試
験
種
目　
網
猟
・
わ
な
猟
・
第
１
種
銃

猟
・
第
２
種
銃
猟
（
８
月
31
日

（土）
は
わ
な

猟
・
第
１
種
銃
猟
の
み
）

申
込
期
限　
①
６
月
27
日

（木）
②
７
月
29
日

（月）
③
８
月
21
日

（水）

受
験
手
数
料　
一
般　
５
２
０
０
円

一
部
免
除
者　
３
９
０
０
円

問
合
せ
先　

三
重
県
伊
勢
農
林
水
産
事

務
所
森
林
・
林
業
室
（
☎�

０
５
９
６�

27�

５
１
７
２
）

鳥
羽
な
か
ま
ち
マ
ー
ケ
ッ
ト

鳥
羽
な
か
ま
ち
会（
代
表　
坂
田
）

 

０
８
０
―

３
０
６
２
―

６
９
４
０

　
加
盟
店
自
慢
の
品
々
に
加
え
、
手
作
り

雑
貨
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
限
定
ス
イ
ー
ツ

な
ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

と
き　
５
月
19
日

（日）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
鳥
羽
な
か
ま
ち

　
　
　
　
（
鳥
羽
三
丁
目
～
四
丁
目
）

西
念
寺
「
花
ま
つ
り
」
＆
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

と
き　
午
後
１
時
～
２
時

Ｊ
Ｒ
か
ら
の
お
願
い

東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

 

０
５
０
―

３
７
７
２
―

３
９
１
０

　
Ｊ
Ｒ
東
海
管
内
で
、
踏
切
設
備
の
な
い

場
所
で
列
車
通
過
の
直
前
横
断
が
発
生

し
、
列
車
が
急
停
止
す
る
と
い
う
こ
と
が

起
こ
り
ま
し
た
。
重
大
な
死
傷
事
故
に
も

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
踏
切
設
備
の
な
い

場
所
で
の
横
断
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。
近
く
の
踏
切
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。ヤ

ギ
の
え
さ
の
あ
げ
方
教
室

市
民
の
森
公
園
の
未
来
を
創
る
会

Ｐ
ー
ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
（
中
野
）

 

25 

６
０
１
１

　
市
民
の
森
公
園
の
や
ぎ
は
こ
こ
ろ
が
癒

さ
れ
る
と
大
人
気
で
す
が
、
最
近
お
な
か

の
調
子
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

え
さ
の
あ
げ
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
分

か
り
や
す
く
楽
し
い
お
話
で
す
。
ウ
サ
ギ

の
ふ
れ
あ
い
と
お
菓
子
付
き
ク
イ
ズ
も
あ

り
ま
す
。�

と
き　
５
月
12
日

（日）　
午
前
11
時
～
正
午

　
※
雨
天
時
は
19
日

（日）

と
こ
ろ　
市
民
の
森
公
園
や
ぎ
舎
前

全
て
の
加
工
食
品
に
原
料
原
産

地
表
示
が
必
要
に
な
り
ま
す

東
海
農
政
局
三
重
県
拠
点

 

０
５
９
―

２
２
８
―

３
１
５
３

　
食
品
表
示
法
に
基
づ
く
食
品
表
示
基
準

が
平
成
29
年
9
月
1
日
に
改
正
さ
れ
、
全

て
の
加
工
食
品
（
輸
入
品
を
除
く
）
の
重

量
割
合
上
位
１
位
の
原
材
料
に
つ
い
て
原

料
原
産
地
の
表
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
が
経

過
措
置
期
間
で
す
が
、
計
画
的
に
表
示
の

切
り
替
え
な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 住宅・店舗のリフォームおまかせください！

村瀬建設株式会社
鳥羽市船津町 235番地　（鳥羽消防署となり）

耐震・省エネリフォーム～新築・土地探しまで幅広く対応させていただきます。

キッチン・バス・トイレ・外壁・屋根・窓・耐震補強・外構リフォームなんでもご相談ください！
プッョシスビーサ 】 ムーォフリOTTAPルシクリ 【 のみじなおでMCビレテ

０５９９-２６-２５８０見積もり無料！

広
　
　
告

広
　
　
告
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か
ど
や
の
イ
ベ
ン
ト

鳥
羽
大
庄
屋
か
ど
や

 

25 

８
６
８
６

展
示　
樋
渡
佐
苗
写
真
展
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ

フ
ル
メ
モ
リ
ー　
ウ
ユ
ニ
」

　
塩
湖
で
有
名
な
南
米
ボ
リ
ビ
ア
西
部
の

街
・
ウ
ユ
ニ
に
魅
か
れ
た
樋
渡
佐
苗
さ
ん

の
写
真
展
で
す
。

と
き　
５
月
１
日
（
水
・
祝
）
～
26
日

（日）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク　

樋
渡
さ
ん
が
写
真
を
通
し
て
ボ
リ
ビ
ア
の

魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

と
き　
５
月
18
日

（土）　
　

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

第
82
回
か
ど
や
昼
下
が
り
コ
ン
サ
ー
ト

「
そ
よ
風
は
琴
の
調
べ
に
乗
っ
て
Ⅴ
」

と
き　
５
月
３
日(

金
・
祝)�

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

演
奏　
生
田
流
宮
城
会
こ
と
み
会
の
み
な

さ
ん

協
力
金　
３
０
０
円

第
14
回
か
ど
や
手
芸
倶
楽
部
「
つ
る
し
飾

り
の
こ
っ
ぽ
り
を
作
ろ
う
！
」

と
き　
５
月
11
日

（土）

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

参
加
費　
２
０
０
０
円
（
材
料
費
込
）　

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
８
日

（水）
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
９
回
ま
ゆ
み
塾
「
５
月
の
風
で
さ
わ
や

か
に
テ
ー
ブ
ル
を
飾
る
」

　
５
月
の
風
を
感
じ
る
よ
う
な
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
で
テ
ー
ブ
ル
を
華
や
か

に
飾
り
ま
す
。

と
き　
５
月
12
日

（日）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

参
加
費　

２
５
０
０
円(

お
菓
子
と
お
茶

付
き)　

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
９
日

（木）
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

続
・
お
魚
倶
楽
部
「
旬
の
お
魚
を
お
い
し

く
食
べ
よ
う
！
」

と
き　
５
月
15
日

（水）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

参
加
費　
１
２
０
０
円

定
員　
10
人
（
催
行
人
数
６
人
）

申
込
方
法　
5
月
10
日

（金）
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

簡
単
茶
道
教
室

と
き　
５
月
15
日

（水）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

参
加
費　
１
０
０
０
円　

申
込
方
法　
５
月
13
日

（月）
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
１
回
み
る
ふ
ぃ
倶
楽
部
「
シ
ャ
ド
ー

ボ
ッ
ク
ス
で
あ
じ
さ
い
を
作
ろ
う
！
」

と
き　
５
月
18
日

（土）

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

参
加
費　
２
５
０
０
円

定
員　
10
人(

催
行
人
数
４
人)

申
込
方
法　
５
月
13
日

（月）
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
３
回
か
ど
や
音
楽
祭

第
１
部　
フ
ォ
ー
ク
、
落
語
、
オ
カ
リ
ナ

（
オ
カ
リ
ナ
と
オ
ル
ガ
ン
の
競
演
あ
り
）

第
２
部
「
ジ
ャ
ズ
ま
つ
り
」
松
阪
や
伊
勢

を
中
心
に
活
動
す
る
ジ
ャ
ズ
グ
ル
ー
プ
５

組
が
出
演
し
ま
す
。

と
き　
５
月
19
日

（日）

第
１
部　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

第
２
部　
午
後
１
時
～
４
時

協
力
金　
３
０
０
円

長
尾
オ
ル
ガ
ン
で
歌
い
ま
し
ょ
う
！
①

と
き　
５
月
20
日

（月）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

講
師　
巽�

耕
一　
氏

申
込
方
法　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
☎�

25�

１
２
６
８
）
へ
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

募
　
　
集

健
康
増
進
計
画
策
定
委
員

健
康
福
祉
課
健
康
係

 

25 

１
１
４
６

　
今
年
度
第
３
次
鳥
羽
市
健
康
増
進
計
画

の
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の

と
お
り
策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

①
市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
か
た

②
平
日
の
日
中
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席

で
き
る
か
た
（
３
回
程
度
開
催
予
定
）

募
集
人
員　
１
人
程
度

任
期　
１
年

募
集
期
限　
５
月
21
日

（火）

選
考
方
法　
書
類
審
査

申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

委
員
に
応
募
し
た
理
由
を
記
入
し
て
、
健

康
福
祉
課
健
康
係
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
持

参
し
て
い
た
だ
く
か
、
フ
ァ
ク
ス
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
課　

〒
517
ー

0022　

鳥
羽
市
大
明

東
町
２
番
５
号

�

25�

１
１
６
６

Adam Haira
（オーストラリア出身）

鳥羽 18 年在住
20 年講師経験あり

無料体験
小学生 5，000円（月 4 回）

小学生・中学生クラス
大人クラスは要相談

鳥 羽 塾　0599-25-5848
携帯電話　090-4869-8682（テルヨまで）

英会話　in TOBA

広
　
　
告

暮らしの情報
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５月１日～

暮らしの情報　toba information

information
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
市
中
学
生
派
遣

市
国
際
交
流
協
会

(

市
民
課
人
権
・
市
民
交
流
係
内)

 

25 

１
１
２
６

　

市
国
際
交
流
協
会
と
鳥
羽
・
サ
ン
タ

バ
ー
バ
ラ
姉
妹
都
市
交
友
会
で
は
、
今
年

も
姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
市
に
派
遣
す
る
中

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
民
間
大
使
」
と
し
て
サ
ン
タ
バ
ー
バ

ラ
を
訪
れ
、
両
市
の
理
解
と
友
情
を
深

め
、
国
際
的
視
野
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん

か
。

対
象　
市
内
在
住
の
中
学
生

派
遣
期
間　
７
月
27
日

（土）
～
８
月
７
日

（水）

申
込
期
限　
５
月
15
日

（水）

参
加
負
担
金　
５
万
円

面
接
日　
６
月
１
日

（土）

そ
の
他　
選
考
条
件
と
し
て
、
過
去
に
外

国
に
長
期
滞
在
経
験
の
な
い
こ
と
。
ま

た
、
８
月
８
日

（木）
～
18
日

（日）
に
サ
ン
タ

バ
ー
バ
ラ
市
の
学
生
を
自
宅
に
受
け
入
れ

る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
選
考

条
件
に
よ
り
申
し
込
み
で
き
な
い
か
た

は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
要
項
は
、
市
内
中
学
校
と
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局
（
市
民
課
内
）
に
あ
り

ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
市
国
際
交
流
協
会

事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

中
央
公
園
水
泳
プ
ー
ル
監
視
員

市
運
動
施
設
指
定
管
理
者

 

25 

６
２
１
５

　

７
月
か
ら
開
場
す
る
中
央
公
園
水
泳

プ
ー
ル
の
監
視
員
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　
７
月
１
日

（月）
～
８
月
31
日

（土）

　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ　
中
央
公
園
水
泳
プ
ー
ル
（
大
明

東
町
４
―

１
）

応
募
条
件　

①
泳
げ
る
こ
と

②
高
校
生
以
上
で
あ
る
こ
と

③
指
定
す
る
救
急
救
命
講
習
会
に
参
加
で

き
る
こ
と

※
高
校
生
は
保
護
者
の
承
諾
書
が
必
要
で

す
。

募
集
人
員　
10
人
程
度

募
集
期
限　
６
月
８
日

（土）

※
申
込
受
付
後
、
面
接
日
を
連
絡
し
ま
す
。

申
込
方
法　
市
民
体
育
館
に
備
え
付
け
の

監
視
員
申
込
書
に
記
入
の
上
、
市
民
体
育

館
事
務
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

環
境
共
育
講
座

鳥
羽
市
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク

 

25 

９
２
０
０

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
ガ
ラ
ス
陶
板
を
作
り
ま

し
ょ
う
。
色
と
り
ど
り
の
び
ん
を
使
い
ま

す
。市　の　人　口

平成 31年３月末日現在（　）内は前月比

人　口　　１８，６１６人（－１３５人）
男　　　　　８，７５７人（－４５人）
女　　　　　９，８５９人（－９０人）
世帯数　　８，３８９世帯（－４５世帯）

お　く　や　み
ご冥福をお祈りします

（4月 15日までに届出のあったかた）敬称略
名前 年齢 亡くなった日 町名

中村　　敬 （66） 3.21 大明東
山口　源市 （94） 3.31 浦村
濱田善衞門 （93） 4.  7 浦村
山下　忠夫 （71） 4.12 浦村
坂口　晴美 （75） 3.31 国崎
上村　 己 （80） 4.  9 相差
濱口　幸義 （67） 3.15 答志
勢力　勝彦 （86） 3.31 答志
濱口　春男 （93） 4.13 答志
木下　　 （81） 4.15 菅島
藤原こはぎ （95） 3.16 神島

お　よ　ろ　こ　び
お誕生おめでとう

（4月 15日までに届出のあったかた）敬称略
こどもの名前 届出人 生まれた日 町名

田中　　花
はな

隆之 3.23 安楽島
仲川琥

こ

羽
は

空
く

那月 3.15 船津
水本ひかる 伸 3.12 白木
三谷　英

えい

叶
と

英玄 3.11 浦村

編集と発行　総務課広報情報係
〒 517-0011　鳥羽市鳥羽三丁目 1-1
 0599-25-1114
ホームページ  http://www.city.toba.mie.jp/
E メール  koho@city.toba.lg.jp

と
き　
５
月
30
日

（木）　
午
前
10
時
～

参
加
費　
１
０
０
０
円
（
陶
板
の
土
、
窯

入
れ
代
金
）

申
込
方
法　
５
月
16
日

（木）
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ヨ
ガ
教
室
開
催

市
運
動
施
設
指
定
管
理
者

 

25 

６
２
１
５

と
き　
日
程
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

鳥
羽
市
武
道
館
道
場
（
貸
切

り
）

対
象　
高
校
生
以
上

参
加
費　

３
３
０
０
円
（
保
険
料
を
含

む
。
初
回
に
全
額
徴
収
し
ま
す
）

募
集
人
員　
35
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
６
月
２
日

（日）

※
運
動
が
で
き
る
服
装
で
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

（
バ
ス
タ
オ
ル
可
）
、
タ
オ
ル
、
飲
料
水

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
市
民
体
育
館
へ
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

�

25�

６
２
２
３

日程表
とき

６月
10日（月）
17日（月）
24日（月）

７月
８日（月）
22日（月）
29日（月）

８月 ５日（月）
午後７時～８時10分
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広報とばは、ボランティア団体「つのぶえの会」のご協力により、視覚障がいのあるかたに音訳（朗読）テープ・ＣＤによる「声の広報」をお届けしています。

編
集
後
記

広
報
マ
ン

暮　ら　し　の　相　談
●各種相談

と　き ところ 時　間
第２・第４日曜日 安楽島漁協前 8:00 ～ 10:00

と　き ところ 時　間
第１・第３日曜日 旧今浦保育所 8:00 ～ 10:00

●あらしま朝市　 問い合わせ／あらしま新鮮組  090-7950-4425
朝　　　　　　　市

●今浦朝市　問い合わせ／麻生の浦会 090-4117-2503

と　き ところ 時　間
第３日曜日 国崎漁協近く 8:30 ～ 10:00

●国崎朝市　 問い合わせ／国崎朝市実行委員会  080-1576-1052

子　育　て　応　援　

対　象 ところ と　き
未就園のこどもと

その保護者
子育て支援センター

（あおぞら保育所２階）
月～金 9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 15:30
※子育て相談は、月～金 9:00 ～ 16:30

●あそびの広場「だっこ」　問い合わせ／子育て支援センター  25 7225

●子育てサロン　問い合わせ／社会福祉協議会  25 1188

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

対　象 ところ と　き
就学前の
こどもと

その保護者

相差女性活動センター ７日 ( 火 )、21日（火）
　　　　　　　10:00 ～12:00

菅島コミュニティアリーナ 毎週水曜日　　10:30 ～12:00

相 談 内 容 実施日 受付時間・窓口 会　場
教育相談 月～金 9:00 ～ 16:30　  25 2457 旧小浜小学校内教育支援センター HARP

総
合
こ
ど
も
相
談

児童相談所による
相談療育手帳判定 毎週水曜日 9:00 ～ 16:30

 0596 27 5143 南勢志摩児童相談所

随時相談 月～金
「ほっぷ」9:00 ～ 16:30

 25 7221

保健福祉センターひだまり
心理カウンセラーによる

相談　発達検査
7 日 ( 火 )
21 日 ( 火 ) 保健福祉センターひだまり※要予約

一般相談は、３日前までに予約
（予約があるときのみ開催）法律相談（弁護士） 23 日 ( 木 )

13:00 ～ 15:30　  25 1188
一般相談 （何でも相談） 16 日 ( 木 )

交通事故相談 8 日 ( 水 ) 13:00 ～ 15:00　  25 1126
市民課（市民文化会館１階）※要予約人権相談 21 日 ( 火 ) 13:30 ～ 15:30　  25 1141

障害相談 月～金   9:00 ～ 17:00　  25 1183 保健福祉センターひだまり
消費生活相談 月・金   9:00 ～ 16:00　  25 1241 消費生活相談室（市民文化会館３階）
夜間納税相談 月～金 17:15 ～ 21:00　  25 1132 税務課（市民文化会館２階）※要予約

女性相談 月・水・金   9:00 ～ 17:00　  25 1276 保健福祉センターひだまり

開催日 内　容（ひだまり２階ひだまりホール 10：00 ～ 12：00）
9 日 ( 木 ) 簡単！おいしい！お弁当作り～参加費 300 円、弁当

箱、箸、お茶など
16 日 ( 木 ) じしんでゆれたらどうするの !? ～避難経路の確認、

非常食の試食
23 日 ( 木 ) ようちゃんの絵本の世界～読み聞かせのコツや絵本のあれこれ…
30 日 ( 木 ) 保育士さんと遊ぼう！～楽しい歌遊びやお話がいっぱい

平
成
か
ら
令
和
へ

木
下　
平
成
の
思
い
出
は
何
か
あ

り
ま
す
か
。

髙
島　
平
成
と
発
表
さ
れ
た
と
き

は
ま
だ
小
学
生
で
、
祖
母
と
一
緒
に

テ
レ
ビ
で
見
た
な
あ
。

木
下　
遠
い
目
し
て
ま
す
よ
。

髙
島　
祖
母
が
平
成
と
い
う
字
を

見
て
「
も
っ
と
世
の
中
が
平
和
に
成

る
と
い
い
な
あ
」
と
話
し
て
い
た
の

が
懐
か
し
い
。

木
下　
さ
ら
に
遠
い
目
し
て
ま
す

よ
。
と
こ
ろ
で
、
平
成
生
ま
れ
の
松

本
さ
ん
は
何
か
特
別
な
思
い
は
あ
り

ま
す
か
。

松
本　
平
成
の
時
代
し
か
知
り
ま

せ
ん
が
い
い
時
代
で
し
た
！
こ
の
時

代
の
変
わ
り
目
に
広
報
の
仕
事
に
携

わ
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。

髙
島　
令
和
の
時
代
に
な
っ
て
も
、

分
か
り
や
す
く
読
み
や
す
い
広
報
を

作
っ
て
い
こ
う
な
。

税　目 期　別 納期限
固定資産税
都市計画税 第 1 期分 5 月 7 日（火）

軽自動車税 全期 5 月 31 日（金）

納　　　　　　　税
●納　税　問い合わせ／税務課   25 1132

●子育て応援！ 0.1.2.3 サークル　問い合わせ／山本  ０９０-７９５３-７０６６
　 Facebook https://www.facebook.com/toba0.1.2.3
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生活カレンダー ５月 May

4 月 6 日・7 日、大山祇神社と賀多
神社の例大祭に合わせて「鳥羽春まつり」
が行われました。満開の桜の下で、7 日
には大山祇神社で獅子と天狗の舞が奉
納され、2 頭の獅子と 2 人の天狗が子
どもたちが奏でるお囃

はや
子
し

の音色に合わ
せて踊り、大勢の見物客で賑わいました。

お囃子を演奏した橋本凜さんは「小学
2 年生から参加している。2 か月前から
練習した成果が出せた」と感想を話して
くれました。




